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反携力 抜群 /
ス トレー ト特殊スチールパイプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注日の的です

新製品 キングメイト

一

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16m直径 6.‰のストレート特殊スチール

ルバイプを使用

●小銀杏構造と輸入ホ材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群

◎富会翼翼属ヨ所111おギT「 F:2品星r・ 3骨
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女

王

の

座

め

ざ

し

て

全

日

本

学

生

の
熱

戦

か

ら

女

王

の
座

め

ざ

し

て
　

　

湯

木

（
日

女

体

大

）
竹

中

（
新

潟

青

陵

短

大

）

の

二
人

は

、

ユ

ー

バ

ー
杯

女

子

世

界

選

手

権

で

、

三
連

覇

め
ざ

す

日
本

に

と

っ
て

、

欠

か

せ

な

い
存

在

だ

。

こ

の

二
人

、

こ

の
写

真

の
全

日

本

学

生

に
続

い
て
全

日

本

総

合

で

も

、

決

勝

を

争

い
、

湯

木

に

が

い
歌

が

あ

が

っ
た

が

、

日

本

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
界

に

と

っ
て

は

、

二
人

が

甲

乙

つ
け

が

た

く

成

長

し

て

く

れ

る

こ
と

を

願

っ
て

い
る

の
だ

、

パ

ヮ

ー

は

男

子

な

み

，

と

の
評

判

も

あ

り

、

こ
れ

に

″
経

験

″

と

い
う

、

奥

深

く

味

わ

い

に
富

む

、

な

に

か

を

一
日

も

早

く

、

身

に

つ
け

て

ほ

し

い
も

の

ｃ

‐
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≪

「
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戦
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レ
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ン
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勝
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本
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、

今

泉

と

い
う

中

大

三
年

の

″
同

士

打

ち

Ъ

実

力

か

ら

い

っ
て

、　

一
歩

先

ん

じ
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い
る
本

間

に

対

し

、

今

泉

は

け

ん

め

い
に
挑

戦

、

抵

抗

し

た

が

ス

ト

レ
ー

ト

で

、

や

は

り
本

間

に

が

い
歌

が

あ

が

っ
た

し

か

し

、

今

泉

の
プ

レ
ー

に

つ

い
て

は

、

ね

ば

っ

こ
く

て

、

ま

っ
た

く

や

り

に
く

い
、

と

選

手

仲

間

の

評

判

。

本

間

に
く

ら

べ

て

、

身

長

に
も

恵

ま

れ

な

い

と

い
う

ハ

ン
デ

は

あ

る

が

「
こ

の

一
球

を

大

切

に
」

す

る
試

合

ぶ

り

は

、

大

い

に
は

め

ら

れ

て

い

い
。

ま
ず

は
本

間

（
右

上

）

に
挑

む
今

泉

の
プ

レ
ー

三

態

を

、

と

く

と

ご
ら
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あ

れ
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あ

っ
と
驚
く

老́
化
現
象
″

∧
運
動
不
足
∨

大
人
よ
り
回
い
二
、
三
歳
児

池
田
　
た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
瞬

間
的
ポ
ー
ズ
の
美
し
さ
ね

（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
界
の
グ
ラ
フ
写
真
を
見
な
が

ら
）
外
国
選
手
は
、
ど
ん
な
競
技
で

も
サ
マ
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
ネ
、
日
本
人
は
歩
き
か
た
ひ

と
つ
に
し
て
も
、
ど
う
に
も
…
…

川
端
　
力
強
さ
は
あ

っ
て
も
、
美

的
な
も
の
に
対
す
る
感
覚
が
不
足
し

て
い
る
。
表
情
ひ
と
つ
に
し
て
も
、

国
民
性
の
ち
が
い
で
す
か
ね
え
。

池
田
　
私
、
い
ま
子
ど
も
の
体
操

を
手
が
け
て
い
ま
す
け
ど
、
あ

っ
と

お
ど
ろ
く
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
、

幼
稚
園
前
の
年
令
で
、
す
で
に
私
た

ち
よ
り
、
か
ら
だ
が
固
い
。

二
、
三
歳
の
こ
ろ
に
、
母
親
が
危

な
い
か
ら

っ
て
運
動
さ
せ
な
い
こ
と

が
原
因
な
ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
ま
ま

じ
ゃ
、
日
本
の
将
来
ど
う
な
る
か
と

悲
観
し
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。

コ
ー
ト
以
前
が
問
題

川
端
　
や
っ
ぱ
り
小
さ
い
と
き
か

ら
の
、
ふ
だ
ん
の
訓
練
、
こ
れ
が
あ

と
に
な
っ
て
、
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
て
き
ま
す
ね
。

池
田
　
プ

ロ
野
球
の
金
田
が
三
十

の
半
ば
を
す
ぎ
て
も
選
手
と
し
て
通

用
し
て
い
る
の
は
、
ふ
だ
ん
の
努
力

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。
大
相
撲
の
大

鵬
、
あ
れ
は
柔
軟
な
身
体
が
モ
ノ
い

っ
て
い
る
。

卒
直
に
い
っ
て
、
二
十
歳
す
ぎ
た

選
手
が
、
年
に
何
回
か
の
合
宿
に
来

て
、
柔
軟
運
動
を
や
っ
て
も
、
意
味

が
な
い
ん
で
す
。
い
ま
以
上
、
や
わ

ら
か
く
な
ら
な
い
。
単
な
る
、
か
ら

だ
な
ら
し
で
す
。

川
端
　
だ
か
ら
、　
コ
ー
ト
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
い
る
ま
で
に
、
何
を
や

っ
て
い
た
か
が
、
勝
負
と
い
う
…

１
セ
ン
チ
が
死
命
制
す

池
田
　
そ
う
、　
マ
ッ
チ
棒

一
本
、

拾
い
上
げ
る
こ
と
で
も
目
的
と
意
味

を
つ
か
ん
で
い
れ
ば
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
な
る
ん
で
す
。
三
、
四
歳
ご
ろ

す
で
に
、
か
ら
だ
づ
く
り
を
本
格
的

に
や
ら
せ
な
け
れ
ば
ネ
。

か
ら
だ
が
ヨ
コ
に
１
セ
ン
チ
ま
が

る
の
が
足
り
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、

大
試
合
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
シ
ッ
プ

を
失
な
う
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得

ま
す
か
ら
。

川
端
　
一
流
に
な
る
に
は
、
そ
れ

相
応
の
厳
し
い
訓
練
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
池
田
さ
ん
は
、
万
能
選
手

だ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

池
田
　
当
時
の
日
体
大
、
女
子
が

十
数
人
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
、
何

に
で
も
か
り
出
さ
れ
て
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
も
か
な
り
や
り
ま
し
た
よ
。
そ

こ
で
ネ
ッ
ト
ぎ
わ
の
プ
レ
ー
、
バ
レ

ー
な
ん
か
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

前

へ
動
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
瞬
間
的

に
上

へ
の
動
き
に
変
え
る
わ
け
で
、

体
操
の
跳
馬
と
同
じ
。
こ
れ
に
ヒ
ン

ト
を
得
て
、
バ
ン
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ

ト

・
プ
レ
ー
の
練
習
法
を
考
案
し
て

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
、
き
び
し
さ
と
い
う
点
で
す

け
ど
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ど
う
や
っ

て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え

ば
、
カ
ベ
に
シ
ャ
ト
ル
・
コ
ッ
ク
の

大
き
さ
の
円
を
え
が
い
て
、
こ
れ
に

百
発
百
中
す
る
、
こ
れ
が

一
流
で
あ

り
専
門
家
の
技
術
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。

レ

ベ

ル

を

さ

げ

る

な

川
端
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

一
ゲ
ー

ム
ー５
点

（
シ
ン
グ
ル
ス
女
子
Ｈ
点
）

で
す
が
、
こ
れ
を
、
中
学
生
は
体
力

が
な
い
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
半
分
に

し
た
ら
、
な
ど
と
い
う
意
見
も
あ
る

ん
で
す
が
。

池
田
　
遊
び
な
ら
別
。
で
も
競
技

者
を
つ
く

っ
て
い
く
の
な
ら
、
そ
れ

は
ダ
メ
で
す
ね
。
規
格
や
基
準
を
下

げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
本

物
の
中
に
ぶ
ち
込
ん
で
鍛
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
羽
根
つ
き
で
、

振
り
袖
着
た
り
、
ド
テ
ラ
姿
で
も
や

れ
る
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
普
及
さ
せ

た
ら
い
け
ま
せ
ん
ね
。

川
端
　
し
か
し
、　
コ
ー
チ
に
も
い

ろ
い
ろ
あ

っ
て
、
考
え
方
も
さ
ま
ざ

ま
。
私
ど
も
の
方
で
は
、
ま
だ
絶
対

的
な
統

一
指
導
原
理
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
ん
で
す
。

池
日
　
立息
見
は
統

一
さ
れ
な
く
て

か
ま
わ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
考
え
に
も
と
ず
い
て

き
そ
い
合
う
。
役
員
は
指
導
者
の
、

指
導
者
は
選
手
の
、
個
性
や
独
創
性

を
殺
し
て
は
ダ
メ
で
す
ね
。

い
い
コ
ー
チ
と
は
、
選
手
の
個
性

を
の
ば
せ
る
人
、　
コ
ー
ト
内
で
は
妥

協
せ
ず
、　
一
歩
、
外
に
出
た
ら
友
人

で
あ
り
、
肉
親
で
あ
る
よ
う
な
存
在

だ
と
思
い
ま
す
。

日本体操協会指導部

日体大助教授

池田敬子氏
(健康体操教室主宰 )

理事長対談…

層
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〈全日本総合選手権大会〉

イヽ

昭
和
四
十
四
年
度
の
全
日
本
総
合
　
―
ヤ
ー
た
ち
が
、
自
熱
し
た
好
試
合
　
体
大
）
が
初
優
勝
し
、
全
英
選
手
権
　
た
。

選
手
権
大
会
は
、
十
二
月

一
日
か
ら
　
を
展
開
し
た
結
果
、
男
子
シ
ン
グ
ル
　
、
全
日
本
学
生
と
合
わ
せ
、
本
年
、　
　
　
同
女
子
は
新
鋭
ペ
ア
の
相
沢

・
竹

六
日
ま
で

（五
日
は
休
み
）
東
京

・
　

ス
で
は
、
第

一
人
者
の
小
島

（
ヨ
ネ
　
一一一
つ
の
ビ
ッ
ク

・
タ
イ
ト
ル
を
手
に
　
中
組

（新
潟
青
陵
短
大
）
が
ベ
テ
ラ

国
立
代
々
木
第
二
体
育
館
で
行
な
わ
　
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
）
が
学
生
選
手
権
者
　
入
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
を
な
ぎ
倒
し
て
二
連
勝
、
混
合
ダ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
本
間

（中
大
）
を
く
だ
し
て
四
連
　
　
ダ
ブ
ル
ス
の
男
子
は
、
秋
山

・
小
　
ブ
ル
ス
は
鈴
木
健

・
有
木
組

（電
々

各
種
公
式
大
会
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
　
勝

（大
会
史
上
初
）
を
飾
っ
た
。　
　
　
島
組
が
優
勝

（
三
連
勝
）
し
、
小
島
　
東
京
）
が
、
同
じ
く
二
年
連
続
の
タ

よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
第

一
線
の
プ
レ
　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
湯
木

（
日
女
　
は
三
年
連
続
の

″
二
冠
王
″
と
な
っ
　

イ
ト
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

＝

＝

＝

旧

旧

――

旧

帽

＝

＝

――

――

＝

＝

旧

＝

＝

旧

＝

＝

＝

旧

＝

＝

旧

＝

旧

旧

＝

旧

旧

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

旧

＝

【
お
断
り
】
記
録
詳
報
は
次
号
に
。　
　
攻
め
に
転
じ
７
１
４
と
優
位
に
立

っ

各
決
勝
評
は
時
事
通
信

・
沼
館
義
明
　
た
。
し
か
し
本
間
は
次
の
絶
好
球
を

シングルス 木 は 初 栄 冠

コ ・一｛

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
決
勝

「「ネ嬌２一・５．５９‐‐―・・６．５一・（本中大Ⅷ

▼
同
二
位
決
定
戦

餌・シ格鋼２（・５．５日
・０１２）０耐獅翠峰副

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

大
（
湯
「
女
林
２
（
・１１２
日
４．０
）
０
鰤
榊
線
翻

▼
同
三
位
決
定
戦

機
（
高
乱
辰
誦
２
一・・６．２
‐‐‐
４．． ９
一
・
短
（
高
煉
姉
瑯

【
評
】
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
小
島
の

四
連
勝
に
終

っ
た
が
、
ホ
ー
プ
本
間

の
善
戦
が
光

っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
は
、
本
間
の
作
戦
勝

ち
。
長
い
リ
ー
チ
、
早
い
足
を
生
か

し
て
粘
り
抜
き
、
小
島
に
ネ
ッ
ト
際

の
ミ
ス
を
連
発
さ
せ
た
。
だ
が
、
第

ニ
ゲ
ー
ム
に
入
る
や
小
島
は
、
強
烈

な
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
武
器
に
速
攻
を
か

け
、
本
間
に
守
る
ス
キ
を
与
え
ず
、

タ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
本
間
が
果
敢
な

あ
せ
っ
て
ネ
ッ
ト
、
与
え
ず
も
な
が

ら
の
点
を
与
え
、
局
面
は

一
転
し
て

し
ま
っ
た
。
老
練
小
島
は
、
こ
の
機

を
逃
さ
ず
攻
め
ま
く
り
、
気
落
ち
し

た
本
間
の
エ
ラ
ー
も
あ

っ
て
連
続
８

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
勝
負
を
決
め
た
。

本
間
に
と
っ
て
は
痛
恨
の
ネ
ッ
ト

だ

っ
た
が
、
最
後
ま
で
試
合
を
捨
て

ず
ｎ
ｌ
・２
と
１
点
差
ま
で
追
い
あ
げ

た
、
し
ん
し
な
試
合
態
度
は
、
い
か

に
も
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ら
し
く
清

々
し
か
っ
た
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
湯
木
の
キ
ャ

リ
ア
勝
ち
。

第

一
ゲ
ー
ム
、
調
子
の
出
な
い
湯

木
は
、
な
ん
で
も
な
い
球
を
ネ
ッ
ト

し
て
た
ち
ま
ち
４
１
１０
の
劣
勢
に
追

い
込
ま
れ
た
が
、
こ
こ
で
ぐ

っ
と
踏

み
止
ま
り
、
じ
り
じ
り
と
挽
回
、
逆

に
１２
‐
・０
で
セ
ッ
ト
を
奪
い
、
勢
い

に
乗

っ
て
第
ニ
ゲ
ー
ム
は

一
方
的
に

試
合
を
運
ん
だ
。
湯
木
に
全
英
、
イ

ン
カ
レ
優
勝
の
自
信
か
ら
の
落
ち
着

き
が
あ

っ
た
の
に
対
し
、
竹
中
に
は

あ
と

一
本
が
な
か
っ
た
。

ｗ
速
　
報
薇

『
↑

．‘
　
　
・

．

、

　

　

一

う
　
ヽ

ぶヽ
ｔ
ｅ
Ｖ

剰



需

複

小
島
組
３
連
勝
、
女
子
は
相
沢
組
が
連
続

畢

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

紙̈マ（島」「２一・５‐０．５‐‐‐・・．５．一１抑｝瑯削

▼
同
三
位
決
定
戦

赫脚〓熱２（・５．５日８９）０（森ど却判

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

「
『
鑓
鰤
２
一・５．５．．
‐―‐
８３．５
一
・

短
（
野高
一
な
一

【
評
】
男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
卜
杯
候
補

ペ
ア
の
対
決
だ
っ
た
が
、
息
の
合

っ

た
秋
山
・小
島
組
が
順
当
に
勝

っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
は
秋
山
組
の
ス
マ
ッ

シ
ュ
が
面
白
い
よ
う
に
決
ま
り
１５
１

１
と

一
方
的
。
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
入
り

堺

・
栂
野
尾
組
も
よ
う
や
く
本
来
の

力
を
示
し
試
合
ら
し
く
な

っ
た
。
堺

が
う
ま
く
タ
マ
を
作
り
、
長
身
栂
野

尾
が
決
め
る
と
い
う
理
想
的
な
試
合

運
び
で
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
も
の
に
し

た
。
し
か
し
実
力
に
勝
る
秋
山
組
は

第
三
ゲ
ー
ム
は
常
に
先
行
、
危
げ
な

く
堺
組
を
振
り
切

っ
た
。

女
子
は
、
相
沢

・
竹
中
の
若
い
力

が
、
高
木

。
天
野
の
フ
ザ
を
制
し
、

新
旧
交
代
を
強
く
印
象
づ
け
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
、
高
木
組
の
う
ま
い

タ
マ
回
し
に
し
て
や
ら
れ
た
相
沢
組

だ
が
、
第
二
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
持

ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
で
完
全

に
高
木
組
を
圧
倒
、
鮮
か
に
逆
転
勝

ち
し
た
。
竹
中
の
重
い
ス
マ
ッ
シ
ュ

相
沢
の
俊
敏
な
ラ
ケ
ッ
ト
さ
ば
き
、

加
え
て
息
の
合

っ
た
動
き
は
昨
年
に

く
ら
べ

一
段
と
み
が
き
が
か
か
っ
て

い
た
。
苦
言
を
呈
せ
ば
世
界
を
目
指

す
に
は
、
チ
ャ
ン
ス
・
ボ
ー
ル
の
ミ

ス
を
な
く
す
こ
と
が
肝
要
だ
ろ
う
。

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

々有鈴
赫
京
（
健
す
２
一・８．５９
‐‐―
・７７．５
一
・
雑
自
（
沢
¨
≒

▼
同
三
位
決
定
戦

ム教（
杉
¨
アコ野夫
一
２
一・５．５９
‐‐―
・０３．５
一
・
輔
京
（
谷
す
畑

【
評
】
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
鈴
木

。
有

田
組
が
逆
転
で
二
連
勝
を
飾

っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
を
落
し
た
鈴
木
組
だ

が
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
か
ら
当
り
が
出
て

タ
イ
、
第
三
ゲ
ー
ム
も
有
利
に
試
合

を
進
め
た
。
し
か
し
安
沢

・
金
子
組

も
劣
勢
を
挽
回
１３
オ
ー
ル
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
。
こ
の
あ
と
息
ず
ま
る
よ
う

な
攻
防
が
続
け
ら
れ
た
が
、
最
後
に

安
沢
が
ネ
ッ
ト
し
て
、
熱
戦
は
終

っ

た
。

体間湯
大⌒木 ▼V日 ｀
同

女本 三
2 位

環 3

1

電野高
機⌒橋V北 ｀

辰水

観
●
戦
一　
記
一

報
知
新
聞
　
吉
広
紀
代
子

こ
と
し
六
月
、　
ュ
ー
バ
ー
杯
を
二

連
勝
で
飾

っ
た
女
子
と
、
来
年
早
々

ト
マ
ス
杯
ア
ジ
ア
地
区
予
選
を
控
え

て
い
る
男
子
。
日
頃
は
″
女
性
上
位
″

と
い
わ
れ
る
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
、
こ

と
し
の
大
会
ば
か
り
は
タ
イ
ミ
ン
グ

か
ら
し
て
男
子
の
試
合
に
激
戦
が
く

り
広
げ
ら
れ
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

女
子
の
影
も
少
し
は
薄
く
な
る
の
で

は
と
期
待
？
し
て
い
た
が
、　
フ
タ
を

あ
け
て
み
る
２
女
子
の
方
が
全
般
的

に
や
は
り
充
実
し
て
い
た
。

男
女
の
種
目
が
あ
り
、
国
際
的
に

女
子
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

競
技
で
も
、
実
際
、
見
て
お
も
し
ろ

い
の
は
、
力
と
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
男

子
。
女
子
は
ど
う
し
て
も
非
力
さ
が

ぬ
ぐ
え
ず
迫
力
に
欠
け
る
と
い
う
の

が
普
通
で
あ
る
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ば
か
り
は
女
子
に
好
試
合
が
多
く
、

世
界
選
手
権
後
の
た
る
み
が
な
か
っ

た
。中
心
と
な

っ
た
の
は
湯
木
だ

っ
た

夏
以
来
体
重
が
５
♂
減

っ
て
５５
♂
に

な

っ
た
そ
う
で
、
以
前
は
コ
ー
ト
に

立

っ
た
だ
け
で
感
じ
ら
れ
た
迫
力
が

遠
の
い
た
が
、
代
わ
っ
て
、
動
き
が

軽
妙
で
ス
ピ
ー
ド
感
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。
準
決
勝
で
ベ
テ
ラ
ン
高
木
、
決

勝
で
新
鋭
竹
中
と
対
戦
、
い
ず
れ
も

逆
転
勝
ち
と
い
う
見
事
な
初
優
勝
だ

っ
た
。
あ
え
て
不
安
を
あ
げ
れ
ば
、

攻
撃
型
の
も
ろ
さ
と
い
う
か
ス
タ
ー

卜
、　
エ
ラ
ー
が
出
て
い
た
の
が
気
に

な
っ
た
。

今
井
監
督
の
話
で
は
肩
を
痛
め
て

い
る
の
で
今
回
は

″
ス
ロ
ー
・
ス
タ

ー
タ
ー
″
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
だ

っ
た
。
湯
木
は
こ
れ
で
世

界
の
団
体
、
個
人
、
日
本
と
三
タ
イ

ト
ル
を
独
占
し
た
が

″
第
二
の
ジ
ュ

ア́
ィ
・
ハ
ッ
シ
ュ
マ
ン
（
ア
メ
リ
カ
ア

と
い
う
国
際
的
評
価
ど
お
り
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

男
子
の
シ
ン
グ
ル
ス
は
小
島
の
四

連
勝
に
終
わ
っ
た
が
、
小
島
を
破
る

選
手
が
こ
と
し
も
台
頭
し
な
か
っ
た

こ
と
は
、
小
島
の
偉
大
さ
よ
り
も
他

の
選
手
の
ふ
が
い
な
さ
と
い
え
る
。

小
島
は
日
頃
か
ら
選
手
生
活
に
徹
底

そ
の
節
制
ぶ
り
は
評
判
高
い
が
、
１

研
６０
の
小
兵
。　
″小
さ
な
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
タ
が
四
年
間
も
続
く
こ
と
は
日

本
の
男
子
の
選
手
養
成
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
…
。
小
島
の
対
抗

′秋
山

は
練
習
不
足
、
本
間
は
勝
負
に
甘
く

ま
だ
経
験
不
足
と
あ

っ
て
は
ト
マ
ス

杯
地
区
決
勝
で
強
敵
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

対
タ
イ
の
勝
者
を
迎
え
打
つ
だ
け
に

不
安
が
か
く
せ
な
い
。
小
宮
監
督
は

「
あ
と
ニ
カ
月
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
い
っ
て
い
た
が
…
。

試
合
か
ら
離
れ
て
大
会
を
振
り
返

え
る
と
最
終
日
の
六
日
の
観
客
が
約

千
人
で

一
日
か
ら
四
日
ま
で
は
零
に

等
し
い
と
い
う
淋
し
さ
だ

っ
た
。
カ

ー
テ
ン
で
陽
を
さ
え
ぎ

っ
た
会
場
は

ま
る
で
お
通
夜
、
役
員
は
坊
主
に
な

っ
て
お
経
で
も
あ
げ
れ
ば
と
悪
口
を

い
い
た
か
っ
た
。
試
合
の
時
間
割
の

ま
ず
さ
、
宣
伝
不
足
。

協
会
の
い
い
分
と
し
て
は
国
立
競

技
場
労
組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
の
予

定
で
直
前
ま
で
会
場
確
保
が
難
か
し

か
っ
た
た
め
Ｐ
Ｒ
も
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
同
労
組
の
嵯
峨

委
員
長
の
話
で
は
理
事
者
側
が
勝
手

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
予
測
し
て
協
会
に

伝
え
た
こ
と
だ
と
い
う
。
協
会
首
悩

部
は
こ
と
し

一
月
の
改
選
、
初
め
て

の
大
会
で
不
慣
れ
な
点
も
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
見
せ
ら
れ
る
試
合

を
協
会
役
員
の
努
力
不
足
で
少
数
の

人
に
し
か
見
せ
な
い
ま
ま
終
わ

っ
た

と
い
う
こ
と
は
大
い
に
反
省
さ
れ
る

べ
き
だ
。

こ
と
し
は
久
し
ぶ
り
に
第

一
日
か

ら
最
終
日
ま
で
十
分
競
技
を
観
戦
で

き
た
。
協
会
役
員
よ
り
熱
心
に
観
た

私
の
や
ぶ
に
ら
み
観
戦
記
で
あ
る
。



〓

二
・
ィ
ン
２
Ｌ
ユ
ー

《
選
手
の
声
》

全
日
本
総
合
選
手
権
か
ら

し
ん
ど
い
試
合
だ
つ
た

　
　
「
敗
因
で
す
か
？
　
ゃ
っ
ば
り
精
神
　
け
は
是
が
非
で
も
勝
ち
た
か
っ
た
ん

的
に
、
ま
だ
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。
り
　
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
鈴
木
さ
ん
も

―
ド
し
て
い
て
も
決
し
て
余
裕
を
持
　
練
習
の
と
き
か
ら
意
気
込
み
が
ち
が

つ
ど
こ
ろ
か
逆
に
ア
セ
っ
ち
ゃ
っ
て
　

っ
て
ま
し
た
。

常
に
圧
迫
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
感
　
　
対
戦
し
た
安
沢

。
太
田
組
と
は
過

じ
で
し
た
」ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
に
何
回
か
や
っ
て
い
る
の
で
、
戦

術
も
立
て
や
す
く
、
バ
ッ
ク
で
勝
負

一
本
、　
一
本
、
慎
重
に

　

す
る
と
い
つ
も
負
け
て
い
る
の
で
ネ

ッ
ト
で
の
勝
負
を
心
掛
け
ま
し
た
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
有
木
と
み
　
　
ま
た
早
い
ペ
ー
ス
は
相
手
に
有
利

子
さ
ん
（パ
ー
ト
ナ
ー
鈴
木
健
次
君
）

な
の
で
、　
一
本
、　
一
本
、
ゆ
っ
く
り

「
社
会
人
、
実
業
団
の
各
大
会
で
敗
　
慎
重
に
や
っ
た
こ
と
が
勝
因
だ
っ
た

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
大
会
だ
　
と
思
い
ま
す
Ｌ

く
　
く
　
く
　
く
　
く

レ
シ
ー
プ
を
反
撃
の
糸
口
に

＞

＞

＞

＞

＞

＞

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
の
小
島

一

平
君

「
い
ゃ
あ
、
し
ん
ど
い
試
合
で

し
た
。
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
極
端
に
照

明
の
具
合
が
悪
く
、
や
り
に
く
い
コ

ー
ト
で
し
た
。
ま
た
コ
ー
ト
に
風
が

流
れ
て
い
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
も
、
サ

イ
ド
に
よ
っ
て
は
い
ら
ず
、
苦
労
し

ま
し
た
。

最
後
に
は
本
当
に
足
が
ツ
ル
の
で

は
と
思
う
く
ら
い
バ
テ
て
い
た
の
で

す
が
、
本
間
が
前
半
の
打
ち
す
ぎ
で

先
き
に
バ
テ
て
い
た
の
に
救
わ
れ
た

よ
う
な
も
の
。
第
ニ
ゲ
ー
ム
、
１２
１

■
で
、
も
し
追
い
つ
か
れ
て
い
た
ら

ボ
ク
の
方
が
負
け
て
い
た
で
し
ょ
う

き
っ
と
…

‥
。

本
間
が
打
た
ず
に
、　
つ
な
い
で
き

た
ら
、
ボ
ク
の
方
が
先
き
に
バ
テ
た

で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
が
出
来
な
か
っ

た
と
こ
ろ
が
彼
の
ま
だ
若
さ
な
ん
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
自
分
で

い
う
の
も
お
か
し
い
が
、
キ
ャ
リ
ァ

の
差
で
し
ょ
う
ね
Ｌ

や

っ
ば
り

あ
せ

っ
ち

ゃ
っ
て

同
決
勝
で
惜
敗
し
た
本
間
順
次
君

女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
相
沢
マ
チ

子
、
竹
中
悦
子
さ
ん

「
大
会
中
の
高

木
先
生
た
ち
の
試
合
ぶ
り
を
見
て
い

て
勝
て
る
と
い
う
確
信
は
あ

っ
た
。

た
だ
、　
一
ゲ
ー
ム
ロ
は
ョ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
ま
ず
く
、
二
人
が
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま
う
場
面
が
あ
り
、
と
ら
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
ニ
ゲ
ー
ム
ロ
は
自

分
た
ち
の
リ
ズ
ム
を
と
り
も
ど
し
相

手
を
奥

へ
つ
め
、
押
し
て
押
し
ま
く

る
こ
と
に
集
中
し
、
ど
う
や
ら
う
ま

く
い
っ
た
。

い
ま
ま
で
、
と
か
く
私
た
ち
の
ダ

ブ
ル
ス
は
攻
撃
型
で
、
守
り
に
ま
わ

る
と
モ
ロ
か
っ
た
の
で
、
練
習
の
と

き
で
も
レ
シ
ー
プ
を
攻
撃
に
切
り
返

す
こ
と
を
徹
底
的
に
心
が
け
、
そ
れ

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

プ
レ
ー
に
も
、
か
な
り
余
裕
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
も
か
く
今
大
会
は
、
リ
ズ
ム
に

乗

っ
て
プ
ン
ー
す
る
と
い
う
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
し
た
Ｌ

□
　
□
　
□
　
□

ｒＯ
知四音ら膨

亀

引
退
か
？

）全
日
本
選
手
権
女

広
田
副
会
長
が

横
浜
文
化
賞
を
受
賞

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
副
会

長

・
広
田
兼
敏
氏

（占
）
が
、
さ
る

十

一
月
十
四
日
、
晴
れ
の
横
浜
文
化

賞
を
受
け
た
。

神
奈
川
県
で
は
、
さ
き
に
小
島

一

平
選
手
が

「
文
化
の
日
」
に
神
奈
川

県
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
栄
に
浴
し
て
お
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
界
の
発
展
の
た

め
に
、
大
い
に
喜
ば
し
い
。

広
田
氏
は
現
在
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
名
誉
主
事
。
わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
界
の
草
分
け
だ
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ば
か
り
で
な
く
、
バ
ス
ヶ
ッ
ト
、

バ
ン
ー
、　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
デ
ン
マ

ー
ク
体
操
な
ど
、
室
内
ス
ポ
ー
ツ
を

幅
広
く
手
が
け
、
紹
介
し
た
ほ
か
、

キ

ャ

ン
。フ
、

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス
、

ス

キ
ー
な
ど
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
も

子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
者
の
高
橋
と
も

子
さ
ん

（北
辰
電
機
）
に
引
退
の
う

わ
さ
が
出
て
い
る
。

高
橋
さ
ん
は
さ
き
ご
ろ
の
全
日
本

で
は
ベ
テ
ラ
ン
高
木
選
手
を
破

っ
て

第
二
位
を
確
保
し
た
が
、
以
前
か
ら

右
手
首
の
故
障
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り

会
心
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
。
軟
骨
が
変
形
し
た
た
め
、
手

首
を
ま
げ
る
と
、
と
て
も
痛
む
と
の

ア」
，ｃ。
ご
当
人
は

「
ア
マ
チ
ェ
ア
だ
か
ら

引
退
な
ん
て
こ
と
ば
は
な
い
」
と
サ

ラ
リ
受
け
流
し
て
い
る
が
、
故
障
の

い
か
ん
と
、社
業
な
ど
の
関
係
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
第

一
線
競
技
界
か
ら
退
く

可
能
性
が
強
そ
う
。

日
下
、
専
門
医
の
診
断
を
受
け
て

い
る
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
か
け

が
え
の
な
い
選
手
、
故
障
が
回
復
す

る
こ
と
を
祈
ろ
う
。

【
御
　
　
礼
】

全
日
本
総
合
選
手
権
の
開
催
に
当

た
り
、
株
式
会
社

ヨ
ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ

ト
、
株
式
会
社
諸
江
製
作
所

（
サ
ン

バ
タ
）
両
社
か
ら
大
会
使
用
シ
ャ
ト

ル
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
イ

ン
グ
ス
ト
リ
株
式
会
社

（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
）

ト
ヨ
ダ

・
ス
ポ
ー
ツ
、
日
本
カ
ア
ル

ト
ン
株
式
会
社
、
有
限
会
社
ジ
ャ
ヮ

商
会
の
四
社
か
ら
は
大
会
賛
助
金
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
大

会
は
多
大
の
競
技
的
収
獲
を
得
、
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

理
事
長
　
川
端
昇
市



０

◇

０

◇

卜
杯
の
決
戦
が
近
づ
い
た
。

第
八
回
ト
マ
ス
・
カ
ッ
プ
の
ア
ジ
ア

・
プ
！
ン
予
選
は
順
調
に
進
み
、
日

本
は
二
月
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
対
タ

イ
の
勝
者
と
イ
ン
タ
ー

・
プ
ー
ン
進

出
を
か
け
て
、
決
勝
を
争
う
こ
と
に

な
っ
た
。

日
本
の
相
手
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

可
能
性
が
強
く
、
小
宮
監
督
以
下
の

代
表
候
補
チ
ー
ム
も
、
当
初
か
ら
こ

の
こ
と
を
予
想
、
強
化
合
宿
を
重
ね

て
き
た
。

日
本
は
さ
き
に
女
子
の
世
界
選
手

権
ユ
ー
バ
ー
杯
に
二
連
勝
を
飾
り
、

ス
ポ
ー
ツ
界
の
一
角
に
確
固
た
る
地

位
を
築
き
あ
げ
た
。

出
遅
れ
た
と
は
い
え
、
今
度
は
男

子
が
、
が
ん
ば
り
、
王
座
を
め
ざ
す

番
で
あ
る
。

宿
願
達
成
の
第

一
関
門
が
、
こ
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦
。
厳
寒
の
お
り
、

日
夜
、
必
勝
の
意
気
に
も
え
て
が
ん

ば
る
選
手
団
に
、
拍
手
を
贈
り
、
健

斗
に
期
待
し
よ
う
。

口
　
０
　
口
　
回

備
え
は
鉄
壁
、
近
ず
く
卜
杯

〃

″

″

″

″

〃

″

″

〃

″

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦
を
前
に

の

決

現
在
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
立
場

で
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア

予
選
の
決
勝
を
タ
イ

・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
勝
者
と
争
う
べ
き
こ
と
。
そ
れ

は
明
年
三
月
末
日
迄
に
な
さ
れ
る
こ

と
。
の
二
点
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

情
勢
と
し
て
は
対
戦
相
手
の
決
定

や
全
英
等
の
国
際
的
大
会
を
避
け
る

関
係
か
ら
二
月
中
旬
に
行
な
わ
れ
る

可
能
性
が
強
く
、
見
通
し
と
し
て
は

∧
手
記
∨
監
督
　
小
　
宮
　
淳
　
宏

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
相
手
で
開
催
地
は

日
本
に
な
る
、
と
観
測
さ
れ
ま
す
。

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
そ
の

方
向
に
積
極
的
な
努
力
を
重
ね
て
お

り
、
そ
う
な
れ
ば
日
本
に
と
っ
て
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
い
つ
ト
マ
ス
杯
を
手
中
に

収
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
早
け
れ

ば
第
八
回
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
三

年
ご
と
に
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。
い

つ
に
な
る
に
せ
よ
近
い
将
来
に
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

に
わ
が
本
田
会
長
が
御
約
束
申
し
上

げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ト
マ
ス
杯
戦
は
す
べ
て
単
５
複
４

の
９
試
合
で
行
な
わ
れ
、　
一
人
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
最
多
で
４
試
合
に
出
場

で
き
る
の
で
、
二
人
の
強
カ
メ
ン
バ

ー
の
い
る
チ
ー
ム
は
単
で
４
、
複
で

２
の
６
試
合
を
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま

す
。物
理
的
に
い
え
ば
こ
れ
が
ト
マ
ス

杯
を
と
る
た
め
の
要
訣
で
あ
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
選
手
層
は
大

変
に
厚
い
け
れ
ど
も
、
社
会
的
な
制

約
の
中
で
究
局
を
極
わ
め
難
い
日
本

の
実
状
が
、
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ

れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
日
本
は

さ
し
当
た
っ
て
二
人
の
シ
ン
グ
ル
ス

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
て
る
こ
と
、　
一

方
に
は
常
時
の
努
力
を
各
国
内
大
会

で
、
混
合
を
含
め
た
複
の
試
合
の
運

営
を
重
視
す
る
等
に
よ
っ
て
、
そ
の

競
技
ン
ベ
ル
の
向
上
に
そ
そ
ぐ
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
チ
ー
ム
を
編
成
す

る
ご
と
に
監
督
が
速
成
ペ
ア
の
養
成

に
頭
を
悩
ま
す
の
が
通
例
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
五
回
に
わ
た
る
強
化
合
宿

を
消
化
し
ま
し
た
。
福
井

コ
ー
チ
と

選
手
達
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
の
中
で

申
し
分
な
く
立
派
に
努
力
を
し
て
く

れ
て
お
り
、
御
家
族
や
職
場
の
方
々

の
ご
理
解
に
心
か
ら
感
謝
を
致
し
度

き
所
存
で
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
四
十
四
年
の
全

英
に
お
い
て
３
単
と
１
複
を
、
そ
れ

ぞ
れ
ベ
ス
ト

・
フ
ォ
ア
に
進
出
さ
せ

た
強
い
チ
ー
ム
で
あ

っ
て
、
全
く
不

足
の
な
い
相
手
で
あ
り
ま
す
。

「
対

等
に
勝
負
を
つ
け
よ
う
」
と
い
う
の

が
私
ど
も
の
合
い
言
葉
に
な
り
ま
し

た
。
十
二
名
の
候
補
選
手
中
、
三
名

が
身
体
の
故
障
、
二
名
が
周
囲
の
事

情
で
休
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
こ
れ
か
ら
頑
張
る
よ
う
に
、
ま
た

全
国
の
皆
様
の
御
理
解
と
応
援
が
得

ら
れ
ま
す
よ
う
に
望
み
ま
す
。

一轟一鑢
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収
穫
、
変
化
に
富
む
複
の
構
成

杯

◆
四
十
四
年
十
月
第
四
次
合
宿

（甲

府
）
九
月
中
旬
の
対
香
港
戦
は
９
１

０
と
完
勝
は
し
た
が
こ
れ
は
ア
ジ
ア

・
ゾ
ー
ン
の
一
回
戦
で
あ
リ
ト
マ
ス

杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
ヘ
の
一
過
程
に
す
ぎ

な
い
。
目
標
は
あ
く
ま
で
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
前
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
国
で
あ
り
、
今
年
の
第
五
十
九
回

全
英
選
手
権
で
は
単
に
一
位
、
二
位

を
占
め
そ
の
実
力
は
高
く
評
価
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
ダ
ブ
ル
ス
の
実
績
は
さ
し

合

宿

経

過

か

ら

∧
コ
ー
チ
∨
　
　
福
　
井
　
正
　
康

て
持

っ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
の
チ
　
リ
、
卜
杯
合
宿
で
な
く
て
は
み
ら
れ

ャ
ン
ス
は
ま
ず
ダ
ブ
ル
ス
に
必
勝
す
　
な
い
魅
力
あ
る
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
第
二
　

し
て
こ
の
ダ
ブ
ル
ス
の
強
化
は
ひ
き

次
、
第
四
次
の
合
宿
で
は

一
貫
し
て
　

つ
づ
き
次
回
合
宿
持
ち

へ
込
ま
れ
る

ダ
ブ
ル
ス
の
編
成

。
強
化
に
重
点
を
　
の
で
あ
る
。

お
い
て
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
甲
府
合
宿
の
あ
と
、
社
会
人
は
国

甲
府
の
第
四
次
合
宿
で
は
そ
の
意
　
体
、
学
生
は
リ
ー
グ
戦
を
了
え
、
い

味
で
対
香
港
戦
に
起
用
し
た
小
島

・
　

よ
い
よ
第
五
次
合
宿

（桐
生
市
）
ヘ

西
野
組
、
堺

。
本
問
組
を
合
め
て
、　
　
参
集
す
る
。

な
お
い
く
つ
か
の
ダ
ブ
ル
ス
が
次
々
　
　
全
日
本
総
合
の
直
前
で
あ
り
こ
の

と
登
場
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
宿
と
総
合
の
成
績
が
、
選
手
選
考

秋
山
・小
島
組
、
小
島
。本
間
組
、　
　
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は

更
に
堺

・
小
島
組
な
ど
が
そ
れ
で
あ
　
“送
手
自
身
も
十
分
知
っ
て
い
る
の
で

ま
こ
と
に
大
事
な
合
宿
で
あ
る
。

こ
の
間
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
イ
ン
ド

を
降
し
た
戦
績
が
外
電
で
伝
え
ら
れ

る
。
や
は
リ

ハ
ル
ト
ノ
が
単
複
に
、

そ
し
て
ム
ル
ジ
ヤ
ジ
、
ダ
ル
マ
ジ
が

単
の
み
で
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
あ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
タ
イ

と
ゾ
ー
ン
準
決
勝
を
争
う
わ
け
で
、

こ
の
試
合
の
経
過
が
我
々
に
非
常
に

参
考
と
な
る
の
だ
が
経
費
、
そ
の
他

の
都
合
で
実
際
に
観
戦
出
来
な
い
の

が
残
念
で
あ
る
。

◆
十

一
月
第
五
次
合
宿

（桐
生
）
前

回
に
引
き
つ
づ
き
合
宿
前
半
は
ダ
ブ

ル
ス
の
強
化
で
あ
る
。
秋
山

・
小
島

組
、
西
野

。
本
間
組
、
そ
し
て
堺

・

栂
野
尾
組
が
初
日
よ
り
猛
然
と
ぶ
つ

か
り
合
う
。
昔
風
に
い
え
ば
全
く
火

の
出
る
よ
う
な
申
し
合
い
と
い
う
も

の
だ
ろ
う
。

秋
山

。
小
島
組
は
総
合
三
連
覇
を

狙
う
だ
け
あ
り
、
そ
の
試
合
ぶ
り
は

一
分
の
す
き
も
な
い
。
西
野

・
本
間

組
は
学
生
時
代
イ
ン
カ
レ
優
勝
の
実

績
を
持
ち
、
キ
ャ
リ
ア
は
十
分
。
更

に
今
回
、
初
登
場
の
堺

・
栂
野
尾
組

は
堺
の
好
リ
ー
ド
で

一
日
ご
と
に
強

さ
が
加
わ
る
と
い
う
現
状
で
、
現
在

こ
の
三
チ
ー
ム
が
三
つ
ど
も
え
の
熱

戦
を
展
開
し
て
い
る
。
参
加
の
遅
れ

て
い
る
森
が
後
半
合
宿
入
り
を
す
れ

ば
当
然
、
森

・
池
田
組
が
四
強
の
一

角
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
今

次
合
宿
の
成
果
は
全
日
本
総
合
の
成

績
で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

昭
和
四
十
四
年
十

一
月
二
十
四
日
記

◎

◎

◎

◎

代
表
候
補
名
簿

◎

◎

◎

◎

【
監
督
】
小
宮
淳
宏

（協
会
副
理

事
長
、
慶
大
出
）

【
コ
ー
チ
】
福
井
正
康

（協
会
委

員
、
早
大
出
）

【
選
手
】
▼
堺
　
栄

一
＝
昭
和
十

四
年
十

一
月
二
十
二
日
生
、早
大
出
、

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
、
四
十
三
年
度
全
日

本
総
合
単
９
位
、
複
６
位
、
同
オ
ー

ル
カ
ナ
ダ
選
手
権
複
３
位
、
同
全
米

選
手
権
複
２
位
、
同
ベ
ル
ー
招
待
選

手
権
単
１
位
、
複
１
位
、
第
六
回
ト

マ
ス
杯
出
場

▼
秋
山
夏
男
＝
昭
和
十
八
年
八
月

八
日
生
、
中
大
出
、
秋
山
紙
店
、
四

十
三
年
度
全
日
本
総
合
単
５
位
、
複

１
位
、
同
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
オ
ー
プ

ン
選
手
権
複
３
位
、
同
全
米
選
手
権

単
２
位
、
第
七
回
ト
マ
ス
杯
出
場

▼
小
島

一
平
＝
昭
和
十
九
年
十
月

二
十
二
日
生
、
中
大
出
、　
ョ
ネ
ヤ
マ

ラ
ケ
ッ
ト
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総

合
単
１
位
、
複
１
位
、
四
十
四
年
度

全
日
本
実
業
団
単
１
位
、
四
十
三
年

度
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
オ
ー
プ
ン
単
２

位
、
同

マ
レ
ー
シ
ア
・
オ
ー
プ
ン
選

手
権
単
２
位
、
複
２
位
、
同
デ
ン
マ

ー
ク

・
オ
ー
プ
ン
複
１
位
、
第
七
回

ト
マ
ス
杯
出
場

▼
関
　
一
誠
＝
昭
和
二
十

一
年
三

月
二
十
五
日
生
、
早
大
出
、
早
大
体

育
局
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合
単

１０
位
、
複
４
位
第
七
回
教
職
員
単
３

位
、
複
３
位

▼
西
野

一
征
＝
昭
和
二
十
年
二
月

十
九
日
生
、
中
大
出
、　
ニ
シ
ヤ
洋
品

店
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合
単
７

位
、
複
４
位
、
第
五
回

マ
レ
ー
シ
ア

・
オ
ー
プ
ン
複
２
位

▼
伊
藤
喜
和
＝
昭
和
二
十

一
年
九

月
二
十
六
日
生
、
日
大
出
、
四
十
三

年
度
全
日
本
総
合
単
６
位
、複
５
位
、

四
十
三
年
度
全
日
本
学
生
単
３
位
、

複
３
位
▼
森
　
芳
夫
＝
昭
和
二
十

一
年
八

月
二
十
七
日
生
、
奈
良
高
出
、
法
政

大
四
年
、
四
十
二
年
度
全
日
本
総
合

複
２
位
、第
二
回
国
際
学
生
単
１
位
、

複
１
位
、
四
十
四
年
度
全
日
本
学
生

単
５
位
、
複
１
位
、
第
七
回
ト
マ
ス

杯
出
場
▼
池
田
信
孝
＝
昭
和
二
十
二
年
二

月
三
日
生
、
富
山
商
出
、
法
政
大
四

年
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合
複
２

位
、
四
十
四
年
度
全
日
本
学
生
単
７

位
、
複
１
位

▼
堀
　
幸
矩
＝
昭
和
二
十
二
年
七

月
四
日
生
、
岐
阜
工
業
出
、
立
教
大

四
年
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合
単

４
位
、
複
７
位
、
同
全
日
本
学
生
単

５
位
、
複
４
位
、
第
二
回
ア
ジ
ア
選

手
権
出
場

▼
栂
野
尾
昌

一
＝
昭
和
二
十
二
年

八
月
十
九
日
生
、
富
山
商
出
、
法
政

大
四
年
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合

複
９
位
、
四
十
四
年
度
全
日
本
学
生

単
４
位
、
複
３
位

▼
杉
山
　
修
＝
昭
和
二
十
二
年
九

月
二
十
五
日
生
、
岐
阜
工
業
出
、
日

本
大
三
年
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総

合
複
５
位
、同
全
日
本
学
生
単
４
位
、

複
３
位
、
四
十
四
年
度
全
日
本
学
生

単
６
位
、
複
６
位

▼
本
間
順
次
＝
昭
和
二
十
三
年
六

月
十
五
日
生
、
新
潟
商
出
、
中
央
大

三
年
、
四
十
三
年
度
全
日
本
総
合
単

２
位
、
複
３
位
、
同
全
日
本
学
生
単

１
位
、
複
１
位
、
第
四
回
国
際
学
生

単
２
位
、
複
１
位
、
四
十
四
年
度
全

日
本
学
生
単
１
位
、
複
２
位
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奇
蹟
と
幸
運
は
な
い

角
田
　
賢
三

ト
マ
ス
杯
が
始
ま
る
た
び
、
初
参

加
の
思
い
出
が
浮
か
ん
で
く
る
。

先
般
は
、
こ
の
と
き
対
戦
し
て
敗

れ
た
香
港
に
文
句
の
な
い
完
勝
。
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
は
、
溜

飲
が
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

女
子
は
す
で
に
二
回
優
勝
、
男
子

の
奮
起
を
切
望
し
た
い
。

二
月
の
ゾ
ー
ン
決
勝
に
は
堂
々
と

勝
ち
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
卜
杯
そ
の

も
の
を
も
、
手
中
に
お
さ
め
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
優
勝
し
て

初
め
て
大
き
な
顔
が
で
き
る
。
私
が

の

激

励

学
生
に
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る
こ
と
ば
、
そ
れ
は

「
試
合
に
は
奇
蹟
と
幸
運
は
な
く

実
力
が
す
べ
て
。
実
力
は
人
間
能
力

の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
の
壮
烈
な
練

習
に
よ
っ
て
生
れ
る
。
戦
う
以
上
は

な
に
が
な
ん
で
も
勝
て
」

健
闘
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

（角
田
氏
は
日
本
協
会
参
与
、
日
本

が
初
参
加
し
た
第
二
回
大
会
の
監
督

を
つ
と
め
た
）

多
か
っ
た
初
参
加
の
教
訓

川
口
　
　
清

日
本
が
初
め
て
ト
マ
ス
杯
に
参
加

し
た
の
は
、　
一
九
五
四
年
、
い
ま
の

若
手
代
表
が
小
学
生
に
な
っ
た
ぐ
ら

い
の
む
か
し
だ

っ
た
。
残
念
な
が
ら

敗
戦
に
は
終
わ

っ
た
が
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
、
き
わ
め
て
多
か
っ
た
。

私
は
、
土
佐
の
野
中
集
の
故
事
を

思
い
出
し
、
な
け
な
し
の
ド
ル
を
は

た
い
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
参
考
書

や
用
具
を
出
来
る
だ
け
多
く
求
め
、

帰
国
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
五
年
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
の
、
わ
が
国
に
お
け
る
地
位

も
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。

私
は
仕
事
の
都
合
上
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
か
ら
離
れ
た
が
、
最
近
は
技
術

も
随
分
、
進
歩
し
、
競
技
の
普
及
も

め
ざ
ま
し
い
よ
う
に
思
う
。

第
八
回
大
会
の
決
戦
も
目
前
と
の

こ
と
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
な

い
。
現
役
諸
兄
の
努
力
に
感
謝
し
、

か
げ
な
が
ら
声
援
を
送
り
た
い
。

（川
口
氏
は
日
本
が
初
参
加
し
た
第

三
回
大
会
の
コ
ー
チ
を
つ
と
め
た
）

▼
第
八
回

（
６９
年
）
ア
ジ
ア
・
ゾ

ー
ン
に
出
場
、
東
地
区
決
勝

（ゾ
ー

ン
準
決
勝
）
で
香
港
に
９
１
０
で
完

勝
。

【
歴
代
選
手
権
国
】

①
４８
１
４９
年
　
マ
ラ
ヤ

②
５．
１
５２
年
　
マ
ラ
ヤ

③
５４
‐
５５
年
　
マ
ラ
ヤ

④
５７
‐
５８
年
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

⑤
６０
１
６．
年
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

⑥
６３
‐
６４
年
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

⑦
６６
１
６７
年
　
マ
レ
ー
シ
ア

③
６９
１
７０
年
　
？

日
本
の
歴
代
参
加
史

▼
第
二
回

（
５４
年
）
初
参
加
。
ア

ジ
ア
予
選
準
決
勝
に
出
場
、
香
港
に

６
１
４
で
敗
退
。

▼
第
四
回

（
５７
年
）
ア
ジ
ア
予
選

一
回
戦
、
セ
イ
ロ
ン
に
９
１
０
と
完

勝
、
二
回
戦

（
タ
イ
）
は
費
用
の
点

で
棄
権
。
帰
途
の
香
港
と
の
親
善
試

合
に
は
７
１
１
で
勝
つ
。

▼
第
五
回

（
６０
年
）
豪
亜
ゾ
ー
ン

に
申
し
込
ん
だ
が
棄
権
。

▼
第
六
回

（
６３
年
）
ア
メ
リ
カ
・

ゾ
ー
ン
に
参
加
。
メ
キ
シ
ョ
に
９
１

０
、
カ
ナ
ダ
に
８
１
１
、
米
国
に
７

１
０
で
勝

っ
て
イ
ン
タ
ー
・
ゾ
ー
ン

ヘ
出
場
し
た
が
、　
一
回
戦
で
タ
イ
に

敗
れ
た
。

▼
第
七
回

（
６６
年
）
ふ
た
た
び
豪

亜
ゾ
ー
ン
に
出
場
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
９
１
０
、
豪
州
に
も
９
１
０

で
勝

っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
ヘ
。

イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
で
は
、
米
国
を
く

だ
し
た
が
、
決
勝
で
マ
レ
ー
シ
ア
に

負
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ラ
ウ
ン
ド
進

出
の
夢
が
敗
れ
た
。

つり

さ
３
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女
子
第

一
線
選
手
の
総
合
体
力
に
つ
い
て

新

潟
大

学
ら

の
研
究

調
査

か

ら

速報

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の
総
合

体
力
に
つ
い
て
、
の
調
査
研
究
が
、

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
は
新
潟
大
学
医
学
部
の
滝
沢

行
雄
助
教
授
ら
が
、
新
潟
市
教
育
委

員
会
、
同
市
体
協
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
さ
る

四
十
二
年
四
月
か
ら
六
月
の
間
、
三

日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
も
の
。

検
査
対
象
者
は
後
藤

（新
潟
電
々

２２
歳
）
相
沢
、
竹
中

（新
潟
青
陵
短

大

一
年
、
１８
歳
）
堀
川
、
大
竹

（新

潟
青
陵
高
三
年
、
１７
歳
）
＝
い
ず
れ

も
当
時
＝
の
新
潟
在
住
者
。
顔
ぶ
れ

は
、
現
在
の
時
点
で
考
え
て
も
、
ま

ず
文
句
な
い

一
線
級
の
中
の
サ
ン
プ

ル
と
い
え
る
。

検
査
は
、
体
位
（形
態
）
機
能
（握

力
、心
肺
）
運
動
能
力
に
わ
た
っ
た
。

サ
ン
プ
ル
の
数
が
少
な
い
た
め
、
こ

の
調
査
を
も
っ
て
、
日
本
女
子
選
手

一
般
の
総
合
体
力
に
つ
い
て
論
ず
る

こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
対
象
選
手

の
特
性
と
、　
一流
で
あ
る
秘
密
が
結

果
的
に
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
。

本
誌
で
は
、
新
潟
大
教
育
学
部

・

市
島
智
二
郎
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
、　
一

冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
バ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
入
手
し
た
の
で
、
一旨
」
に
、

要
旨
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
に
つ
い
て
の

こ
の
種
の
研
究
資
料
は
、
日
本
で
も

極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
が
関
係
者
各

位
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
て
あ
る
。

さ
す
が
は
す
ぐ
れ
た
背
筋
力

１

・
形
態
に

つ
い
て
の
考
察

【
お
こ
と
わ
り
】
被
検
者
の
ひ
と

り
大
竹
選
手
は
、
全
項
に
つ
い
て
調

査
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
欄
で
は

削
除
、
ま
た
表
の
資
料
も

一
部
を
割

愛
し
て
あ
り
ま
す
。

Λ
身
長
∨
後
藤
以
外
の
二
人
が
１

６
０
％
台
、
バ
レ
ー
や
バ
ス
ヶ
ッ
ト

な
ど

一
部
競
技
の
選
手
を
除
く
と
、

一
応
は
大
柄
の
中
に
は
い
る
が
、
し

か
し
、
特
筆
さ
れ
る
ほ
ど
の
長
身
で

は
な
い
。

た
だ
、
後
藤
を
ふ
く
む
こ
れ
ま
で

の
選
手
が
、
大
む
ね
１
６
０
つ
以
下

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
傾

向
は

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の

″
大
型

化
″
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Λ
体
重
Ｖ
体
重
バ
ラ
ン
ス
か
ら
い

う
と
、
後
藤
、
堀
川
は

「
ふ
と
っ
て

い
る
」
部
に
入
る
。
し
か
し
、
運
動

の
敏
し
ょ
う
性
か
ら
判
断
し
て
、
二

人
は
脂
肪
ぶ
と
り
で
は
な
く
、
す
ぐ

れ
た
筋
肉
質
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

竹
中
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
相
沢

は
や
せ
型
に
な
る
が
、
相
沢
の
場
合

は
、
後
に
出
て
く
る
理
由
が
、
彼
女

を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Λ
胸
囲
Ｖ
胸
囲
は
平
常
時
、
最
大

吸
気
時
、最
大
呼
出
時
を
測
定
し
た
。

こ
の
呼
吸
の
幅
は
後
藤
、
堀
川
が
わ

ず
か
３
つ
台
な
の
に

（対
象
被
検
者

の
石
山
＝
２２
才
、
新
潟
市
教
委
＝
で

さ
え
３

●
６
％
）
竹
中
が
９

・
８
つ

と
約
３
倍
、
相
沢
も
平
常
時
の
胸
囲

８０

。
４
つ
は
同

一
年
令
の
女
性
平
均

（
８．

．
７
）
よ
り
低
く
、
や
せ
型
を

裏
付
け
て
い
る
が
、
呼
吸
の
幅
が
７

●
２
つ
と
や
は
り
大
き
い
。
こ
の
理

由
は
、
肺
活
量
の
と
こ
ろ
で
説
明
す

Ｚり
。Λ
指
極
Ｖ
左
右
に
手
を
の
ば
し
た

長
さ
が
こ
れ
。
被
検
者
の
選
手
は
す

べ
て
身
長
よ
り
長
い
。
対
象
被
検
者

の
石
山
（身
長
〓
や
Ｈ、
指
極
〓
９
じ

と
比
較
す
る
と
よ
い
。

こ
の
リ
ー
チ
の
長
い
こ
と
が
競
技

に
有
利
な
こ
と
は
当
然
。
も
う
少
し

く
わ
し
く
い
う
と
、
四
人
と
も
同
年

会
女
性
平
均
よ
り
上
。
た
だ
し
、
後

藤
は
わ
ず
か
平
均
よ
り
１

・
７
つ
し

か
上
で
な
い
が
、
相
沢
は
■

・
９
、

竹
不
１２

・
９
、
堀
川
に
い
た

っ
て
は

・５
・
２
つ
も
大
き
い
。

∧
結
論
Ｖ
形
態
上
か
ら
い
う
と
、

被
検
者
は
い
ず
れ
も
常
人
よ
り
は
す

ぐ
れ
て
い
る
が

「
な
る
ほ
ど
国
際
レ

ベ
ル
」
と
い
え
る
ほ
ど
の
目
立

っ
た

特
色
は
な
か
っ
た
。

表 1)形態 (体位 )

後藤(22オ ) 相沢(18オ ) 竹中(18オ 堀川(17オ )

身長 計 測 計 152.1 163.9 1634 161.6

同年 平均 154.1 154.1 155.0

重

ｇ

体

ｋ

計 測 値 59.5

同 年 平 均 51.5 51.5

胸囲

計 測 値 87.3

同 年 平 均 81.7 81.6

最 大 吸 慮、 83.2

最 大 呼 虐、 76.0

差

指極

Cm

計 測 値 154.5 164.2 165.2 1672

同 年 平 均 152.3 1523 152.0



２

・
機
能
に

つ
い
て
の
考
察

こ
こ
で
は
握
力
、
背
筋
力
と
呼
吸

機
能
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

∧
握
力
Ｖ
竹
中
の
右
４．
．
３
♂
は

男
子
に
比
し
て
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
で
五

段
階
評
価
の
最
高
値
５
に
は
い
る
。

他
の
選
手
も

「
４
」
で
、
女
性
と
し

て
は
か
な
リ
ン
ベ
ル
が
高
い
。
し
か

し
後
藤
の
３６

・
０
は
対
象
被
検
者
石

山
の
３７

・
５
よ
り
も
低
い
。
も

っ
と

も
体
操
、
野
球
、　
ハ
ン
マ
ー
投
げ
な

ど
、
握
力
が
必
要
と
思
わ
れ
る
競
技

選
手
が
、
必
ず
し
も
大
き
い
値
を
示

さ
な
い
こ
と
か
ら
考
え

「
握
る
こ
と

そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、
握
力
が
大
と

は
結
論
ず
け
ら
れ
な
い
」
と
レ
ポ
ー

ト
は
の
べ
て
い
る
。

∧
背
筋
力
∨
い
ず
れ
も
強
い
。
と

く
に
竹
中
の
１
５
１

・
２
♂
は
男
子

に
匹
敵
す
る
。
背
筋
力
が
大
き
い
も

の
は
意
志
力
も
強
く
、
体
力
的
に
も

す
ぐ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
藤
は

体
力
表
の
段
階
で
は

「
５
」
な
が
ら

他
の
選
手
に
比
し
て
低
い
。

∧
呼
吸
機
能
∨

一
般
女
性
の
肺
活

量
は
大
体
二
千
か
ら
三
千
∝
。
竹
中

が
男
子
な
み
の
四
千
台
で
あ
る
の
を

は
じ
め
、
胸
囲
が
小
さ
い
相
沢
も
３

２
７
０

・
４
で
、
こ
れ
が
プ
レ
ー
を

楽
に
さ
せ
て
い
る
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
後
藤
は
例
に
よ
っ
て
低
い
が
、

そ
れ
で
も
石
山
に
比
べ
５
０
０
∝
も

高
い
。

表
２
）
機

能

関

係

表
３
）
柔
軟
、
運
動
能
力
な
ど

ジ
ャ
ン
プ
カ
も
不
振

1*tr(22t) lfHin(I8-f) ] rr+trsz'l lErrr(rzt)

握 力

kg

イ「

左 390

平  均 32.5      387      394      359

同年平均 28.9       276       27.6

背筋力

kg

言十 お‖ イ直 117.0     130.0     151.2  .   137.2

同年平均 84.7      84.7

″市i舌量

CC

:卜 おけ作: 2866.4     32704     4032.0 36726

同年平均 2027.0     19080     19o8 0     19080

後藤(22オ ) 相沢(18オ ) 竹中(18オ ) 堀川(17オ )

体前屈 計 測 値

1司 1■ 14“J

体後反 計 測 値 55.5 66.5

同年平均 537

j、 1中冨捌L 計 測 値 179.5 188.5 1928 188 5

同年平均 177.8

垂直跳 言十測 値 38.0 41.0   '

同年「`二均

反復横跳

回数

計 測 値

同年平均 33.5 35.5

意
外
に
と
ば
し
い
柔
軟
性

３

・
柔
軟
・運
動
能
力
・

調
整
機
能
に

つ
い
て
の
考
察

Λ
柔
軟
性
∨
相
沢
の
身
体
の
国
さ

が
最
も
日
立
っ
た
。
石
山
の
２０
。６
、

６．
．
０
ぅ
に
比
し
て
、
か
な
り
悪
く
、

さ
ら
に
新
潟
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
セ

ン
タ
ー
に
通

っ
て
い
る
三
十
１
四
十

歳
の
主
婦
よ
り
も
国
か
っ
た
。

し
か
し
、
他
の
選
手
も
必
ず
し
も

い
い
値
で
あ

っ
た
と
は
い
え
ぬ
。
競

技
そ
の
も
の
は
、
大
い
に
柔
軟
性
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

た
ま
た
ま
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
に
柔

軟
的
な
も
の
を
入
れ
な
か
っ
た
の
か

現
在
の
競
技
水
準
で
は
、
ま
た
、
そ

れ
ほ
ど
柔
軟
性
を
必
要
と
し
な
い
程

度
の
も
の
で
あ
る
の
か
…
。

Λ
運
動
能
力
Ｖ
柔
軟
性
同
様
、
予

想
を
裏
切
る
結
果
が
出
た
。
立
幅
と

び
、
垂
直
と
び
と
も
、
石
山
が
１
８

５

・
５
つ
、
３６

・
５
つ
で
あ
る
こ
と

と
比
較
し
て
ほ
し
い
。
（編
集
部
注
）

ジ
ャ
ン
プ
カ
を
必
要
と
す
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
女
子
選
手
は
垂
直
と
び
で

５０
２
７０
％
。

∧
調
整
∨
反
復
横
と
び
を
検
査
し

た
。
五
段
階
評
価
で
相
沢
、
堀
川
が

「
５
」
後
藤
は
初
め
て
だ
と
い
う
こ

と
で
、
予
備
テ
ス
ト
を
他
の
被
検
者

の
二
倍
く
り
か
え
し
た
。
と
こ
ろ
が

テ
ス
ト
で
は
、
ど
う
し
て
も
足
が
も

つ
れ
て
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
の
に

本
番
で
は
ピ
タ
リ
と
や
り
と
げ
た
。

試
合
で
は
平
素
の
実
力
以
上
の
も
の

を
出
せ
る
と
い
う
、
こ
の
選
手
の
性

格
を
暗
示
し
て
い
る
。



後

藤

の

秘

密

は

驚

異

的

な

心

臓

に

な
い
。

コ
ー
ト

・
チ
ェ
ン
ジ
や
シ
ャ
　

あ
り
、
こ
れ
と
天
性
の
勝
負
強
さ
、

ト
ル
交
換
の
よ
う
な
、
わ
ず
か
な
休
　
気
の
強
さ
、
そ
れ
を
支
え
る
練
習
熱

息
状
態
で
も
、
素
早
く
疲
労
回
復
が
　
心
さ
な
ど
が
混
合
し
て
い
る
も
の
と

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
　
　
　
　
推
察
で
き
る
。

こ
こ
に
、
体
位
や
運
動
能
力
で
劣

る
は
ず
の
後
藤
が
、　
一
流
の
域
を
保

っ
た
秘
密
が
あ
る
。

他
の
二
人
は
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の

タ
イ
プ
に
属
し
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
疲
労
が
高
ま
る
傾
向
が
み
え
て

い
る
。
体
位
、
体
力
に
お
い
て
、
被

検
者
中
、
最
高
で
あ

っ
た
竹
中
の
心

拍
数
が

一
番
高
い
の
は
、
疲
労
度
が

一
番
高
い
こ
と
を
示
す
。
ゲ
ー
ム
終

了
後
の
回
復
は
堀
川
が

一
番
早
い
。

５

ｏ
ま
と
め
の
考
察

近
く
も
下
が
る
こ
と
で
も
理
解
さ
れ
　
　
以
上
で
わ
か
る
よ
う
に
、
体
位
や
　
　
堀
川
は
竹
中
に
似
た
体
力
を
持

っ

る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
試
合
が
　
運
動
能
力
で
は
、
き
わ
め
て
劣
る
は
　
て
お
り
、
し
か
も
疲
労
後
の
回
復
力

始
ま
る
と
す
ぐ
、
調
子
を
出
す
こ
と
　
ず
の
後
藤
が
、
世
界

一
流
の
域
に
あ
　
が
大
き
い
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

が
出
来
て
、
そ
れ
が
最
後
ま
で
崩
れ
　
る
秘
密
は
、
前
項
、
心
臓
の
強
さ
に
　
　
全
員
を
通
じ
、
指
極
、
肺
活
量
、

ミ
ミ
ヽ
ミ
ミ
゛
ヾ
ヾ
ヾ
ヾ
ミ゙
ヾ
ヾ
ヽ
Ｎ
ヾヽ
゛
ヾ
ヽ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、ミ
ヽ
Ｎ
ミ
ヽ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
ミ
ヽ
ミ
ミ
ミ
ミ
Ｎヽ
ミ
ヽ
ミ
ヽ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ミ
ヽ
Ｎ
Ｓ
ヽ

◎
被
検
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
四
年
国
際
学
生
、
全
日
本
学
生
　
″何
雄

▼
後
藤
和
子

（第
四
、
第
五
回
ュ
　

単
優
勝
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
新
潟
市
教
育
委
員
会
体
育
課
長

―
バ
ー
杯
代
表
、
四
十
三
年
全
日
本
　
　
▼
堀
川
栄
美
子

（
四
十
四
年
国
際
　
藤
田
純
二

三
位
、
新
潟
電
々
）　
　
　
　
　
　
　
学
生
、
関
東
大
学
新
人
戦
単
二
位
、　
　
　
▼
新
潟
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育

背
筋
力
、
心
臓
な
ど
で
は
、　
一
般
人

に
比
し
て
は
る
か
に
優
秀
で
あ
る
が

逆
に
柔
軟
性
に
乏
し
く
、
基
礎
的
運

動
能
力
が
ま
だ
弱
い
。

し
か
し
、
な
に
が
優
秀
な
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
の
標
準
で
あ
る
か
を
判

断
す
る
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
サ
ン

プ
ル
に
よ
る
調
査
を
行
な
い
、
他
の

競
技
と
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

スマ
つ
。

４

ｏ
心
拍
と
心
電
図

に
つ
い
て
の
考
察

心
拍
数
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
安
静

時
の
調
査
を
し
、
準
備
運
動
後
、
約

２
分
間
の
練
習
を
し
た
。
つ
い
で
シ

ン
グ
ル
ス
で
１０
分
間
、
休
息
な
し
の

試
合
形
式
の
練
習
を
行
な
っ
た
。
表

中
、
数
字
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
電

極
を
つ
け
直
し
た
り
し
た
た
め
で
あ

アつ
。こ
こ
で
特
長
的
な
の
は
、
後
藤
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
的
練
習
開

始
後
１
分
で
、
本
人
の
最
高
心
拍
数

に
達
し
、
以
後
、
終
了
時
ま
で
不
変

で
あ
る
。
こ
れ
は
心
臓
の
働
き
が
き

わ
め
て
強
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ

は
ゲ
ー
ム
後
１
分
半
で
心
拍
数
が
５０

▼
相
沢
マ
チ
子

（第
五
回
ュ
杯
代

表
、
四
十
三
、
四
年
全
日
本
複
優
勝
、

新
潟
青
陵
短
大
）

▼
竹
中
悦
子

（第
五
回
ュ
杯
代
表

日
体
大
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
長
　
佐
藤
　
実

―
，‘‘‘‘‘
・‐・‐
‐‘，，‘，，
‘
―
―
‐
　

　

　

▼
新
潟
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン

◎
調
査
研
究
報
告
者
　
　
　
　
　
　
タ
ー
　
大
西
義
男

▼
新
潟
大
医
学
部
助
教
授
　
滝
沢
　
　
　
　
　
＞
　
＞
　
＞
　
＞

相
沢
は
体
位
、
運
動
能
力
で
、
や

は
り
よ
く
な
い
が
、
呼
吸
の
幅
が
大

き
い
こ
と
が
プ
ラ
ス
要
因
で
、
心
拍

数
か
ら
み
て
も
、
後
藤
の
よ
う
に
比

較
的
早
く
調
子
が
出
る
型
と
思
わ
れ

る
が
、
プ
レ
ー
中
の
疲
労
が
や
や
目

エユ
つ
。
竹
中
は
体
位
、
運
動
能
力
と
も
に

女
性
と
し
て
は
か
な
り
す
ぐ
れ
、
被

検
者
の
中
で
も
総
合
的
に

一
番
い
い

が
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
メ
ー
タ
ー
に
よ

れ
ば
、
立
ち
上
が
り
が
や
や
お
そ
く

疲
労
の
度
が
、
前
の
二
人
よ
り
大
き

い
。

表
４
）
練
習
マ
ッ
チ
で
の
心
拍
の
変
動

後藤(22オ ) 相沢(18オ ) 竹中(18オ ) 堀川(18オ )

安  静  時
準 備 体 操 後

軽 打 連 習 中

練

習

マ

ッ

チ

中

2秒後サービス

1分後 143

1分 30秒後

2分後

3分後

4 分後
5分後

6分後

7分後

8分後 175

最大増 加数

終

了

後

30秒後

1分後

1分 30秒後

2分後

1万問減少数



国
体
な
み
の
ス
ケ
ー
ル
ー
ー
第
十

八
回
全
国
青
年
大
会
が
、
十

一
月
八

日
か
ら
十

一
日
ま
で
、
東
京
各
地
で

盛
大
に
行
な
わ
れ
、
今
回
、
初
参
加

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
も
、
さ
っ
そ

う
と
活
躍
し
た
。

こ
の
青
年
大
会
と
い
う
の
は
、
文

部
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
日
本

青
年
団
協
議
会
の
三
者
共
催
に
よ
る

も
の
で
、
い
わ
ば
働
く
青
年
男
女
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
祭
典
。

そ
れ
だ
け
に
、
ス
ケ
ー
ル
は
大
き

く
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
ほ
か
、立日
楽
、

演
劇
、
美
術
展
、
生
活
文
化
展
、
郷

土
芸
能
、
意
見
発
表

（
一
種
の
弁
論

大
会
）
ま
で
ふ
く
ま
れ
る
幅
広
さ
が

特
色
。
開
会
式
は
、
ま
っ
た
く
の
国
体
な

み
で
、
沖
縄
を
ふ
く
む
全
国
四
十
七

の
地
方
代
表
、
し
め
て
六
千
五
百
三

人
。開
会
式
は
国
立
競
技
場
で
行
な
わ

れ
、
県
旗
を
先
頭
に
、
選
手
団
が
四

写
真
説
明

・
上

。
東
京
（向
う
側
）

と
福
岡
の
決
勝
、
混
合
複
の
熱
戦

下

。
優
勝
し
た
東
京
チ
！
ム
、
前

列
左
が
ら
宮
本
、
竹
内
、
後
列
左
か

ら
須
田
監
督
、
名
越
主
将
、
組
村
三

鷹
市
協
会
長
、
楯
選
手

十
分
が
か
り
で
堂
々
の
入
場
行
進
を

行
な
っ
た
。
た
だ

一
つ
、
ち
が
っ
た

の
は
、
ス
タ
ン
ド
に
観
客
が
い
な
か

っ
た
こ
と
だ
け
。

さ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、

第
二
日
の
九
日
、
東
京

。
新
宿
体
育

館
で
行
な
わ
れ
た
。

初
登
場
の
種
日
と
あ

っ
て
、
参
加

は
十
都
県
と
、
さ
び
し
か
っ
た
が
、

技
術
的
に
は
、
か
な
り
高
度
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
随
所
に
見
ら
れ
、　
フ
ェ
イ

ン
ト
も
使
う
な
ど
こ
の
競
技
の

″
底

辺
″
の
厚
さ
を
証
明
し
た
。

国
体
な
ど
全
国
大
会
に
出
た
選
手

は
参
加
で
き
ず
、
ま
た
、　
一
度
こ
の

大
会
に
出
た
も
の
は
、
次
の
年
に
は

出
ら
れ
な
い
、
と
い
う
厳
し
い
制
限

つ
き
は
、
ま
さ
に
異
色
。

競
技
は
各
チ
ー
ム
男
子
単
、
混
合

複
、
女
子
単
の
三
試
合
か
ら
成
り
、

エ
ン
ト
リ
ー
は

一
人

一
種
目
。
東
京

が
圧
倒
的
に
強
く
、
決
勝
ま
で
す
べ

て
の
試
合
で

一
ゲ
ー
ム
も
落
さ
ず
勝

ち
進
み
初
代
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

Ω

東

京

が

初
の

王

座

に

響

第

１８

回

全

国

青

年

大

会

（注
）

記
録
は
男
子
単
、混
合
複
、

女
子
単
の
順
序
。
混
合
複
の
名
前
は

左
側
が
女
性
。

▼

一
回
戦

愛
　
知

２
１
１

神
奈
川

○
大
　西
２（・５．５日
４２）０八
　木

〇
一種　畑
２（・５．５日
７７）０針一　蹴

宮
　
島
０（０．日
・１１．）２小
　
林
○

長
　
崎

３
１
０

香
　
川

∩）
〓森
　
２（・５‐５日
・８）０掘烈　
口

○
諫
　
馴
２（・５．５日
４９）０鰯
　鉢

○
”井　
手
２（・１１．日
５９）０安
　藤̈

▼
二
回
戦

福

岡

２
１
１

愛

知

俳」
ゃ様０（２．２Ｈ
・５‐５）２十（　西
０）

滝
静

1  岡
13615 2
111 1
17155  1

2 茨
塩
城

田
○

○  ○
竹  南平

田   島
2     2

1111  151515
11  111
1 2  12183

0     1
官  木安

島  水田

○
難一　̈
胆２（・５．５日
・１１０）０酔一　峨

○
佐
　
野
２（・１１‐日
３２）０海
老
沢

東
　
一示

３
１
０

奈
　
良

○
た名　越
２（・５．５日
３０）０栗
　太「○

。
一価　内
２（・５‐５日
４７）０紐
　鵬一

〇
宮
　
本
２（・１１．日
５．）０高
　
木

長

崎

３
１
０

青

森

▼
準
決
勝

福
　
岡

２
１
０

静
　
岡

竹
　
田
　
　
―
　
　
佐
　
野

東

京

２
１
０

長

崎

○
名^　越
２（・５‐５日
００）０吉（　川

。
竹
楯
内
２（・５．５日
５．）０井
森
手

宮

本
　
　
―
　
　
寄

辺

勝一示

２
１
０

福
　
岡

（０″【　綸赳２（・５．５‐‐
２．２）０株」
十膝

。
”竹
楯
工肉
２
（
・５．５
日
６３
）
０
軍
Ｆ
」
局

宮

本
　
　
―
　
　
竹
　
田

○  ○
平  佐
南
島  藤
2     2

15715 1515
111 11
11511 810

1    0
望佐
滝

月野

○  ○  ○
井  寄東

森
手  辺川
2     2     2

1111 151215 1515
11 111 11
00 9157 26
0    1    0
佐  葛大  清

藤  西黒  藤

▼
東 決
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高校編 ④

徹)ス ピー ド強化の トレーニング
遠 井 稔 男

●

●

●

●

●

●

●

前
回
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
強
化
が
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
必
要
欠
く
ベ

か
ら
ず
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
理
由
、
さ
ら
に
基
本
的
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
、
な
ど
に

つ
い
て
概
略
の
説
明
を
試
み
た
。

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
引
き
続
い

て
、
私
の
考
え
方
に
も
と
ず
く
ス
ピ

ー
ド
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
具
体
的

内
容
を
か
か
げ
、
大
方
の
参
考
に
供

す
る
こ
と
に
し
た
。

処
方
上
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

ま
ず
身
近
な
施
設
、
用
具
を
活
用
す

る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
、
自
覚
的
に

漸
進
的
、
継
続
的
に
、
近
代
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
を
活
用
し
、
専
門
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
結
び
つ
け
て
行
な
う
こ
と

で
あ
る
。

●

●

●

●

●

●

●

百
万
人
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
上
達
法
連
一

スピー ド強化 トレーニングの一例
①脚の強化
1.ス キッピング
2 片足連続とび
3 ステッピング (最高 )
4.も も上げ前後走
5.立ち三段とび
6.種 々の構えからスタート
7 月ヽ刻走 。大股走・跳躍走
8.ゴ ム・ハードル走・砂ヒ越し
9.ペ タリング
10.は さみとび
11.う さぎとび
12 台の上り下り (ダ ンベル10増 もつ)
13 追い風・下り坂利用
14.ZoW字 走
15 8の字前後走
②手首・腕の強化
1.綱まわし
2 バット・びん振り
3 テニスラケット振り
4.バスケットボール片手壁打
5.卓球ボール投げ (全力投 )
6.お もりのまきあげ
7.腕立屈伸 (指立て)
8 チープ・エキスバンダー利用
③からだの強化

8鼈のおもり2m× 2回
2人組ベンチ利用20回 ×2回
20回 ×2回

1.シ ャトル置きかえ走    30秒 ×5回 ネットの下を中′い
2.ジグザグ・回旋走 30秒 ×5回いろいろな位置に障害物をお

きその間をジグザグ又は回旋し早く走る

20m× 5回
20m× 5回
10秒 × 5回
50歩 × 4回
5回
5回
20m× 2回
70"高 さ 6台連続10回
50回 × 2回
20回 × 5回
20回 × 2回
30秒 × 5回
20rn× 5回
5m宇 20秒 × 5回
5m字 20秒 × 5回

50[コ

前後・ 8字 30回 × 5回
50回 × 3回
50回 × 3回
501受

相手を背中にかついで走る

馬とび下くぐり

深屈膝連続そりとぶ

惧l臥上体おこし・脚あげ

ナワとび       20秒 ×5回 前・後・交 。二重等
連続ジャックナイフ・Vシ ット    50回×2回

20rn× 5回
20回 × 3回

20秒 × 5回
20秒 × 5回



〓
〓
“
〓
一”
〓
一“
〓
一“
〓
“̈
〓
一“
〓
一＝
〓
一田
〓
一”
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
一“
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
“̈
〓
一”
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
＝̈
〓
一”
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一＝
〓
一＝
〓

体

力

を

つ
け

ま

し

よ
う

一
幼
少
年
編

一
Э

一”
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
一＝
〓
“̈
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
一”
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一＝
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一”
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
一“
〓
一“
〓
一＝
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“
〓
一“

前
号
ま
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

名
選
手
に
な
る
た
め
に
は
少
年
時
代

か
ら
、
ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
を
楽
し
ん
で

お
い
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
考
え
て
み

ま
す
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
廻
し
、

ハ
ネ
を
追
い
か
け
廻
し
て
ば
か
り
い

て
よ
い
選
手
に
な
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
ず
丈
夫
な
か
ら
だ

中
高
校
生
に
な
っ
て
、
本
格
的
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
を
し
た
り
、

試
合
に
で
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
い

や
試
合
に
で
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

な
お
さ
ら
の
こ
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
体
力
ず
く

り
を
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。毎
号
、
私
の
こ
の
記
事
の
前
に
遠

井
先
生
が
、
中
高
校
生
の
体
力
づ
く

り
に
つ
い
て
、
表
を
か
か
げ
て
述
べ

て
あ
る
の
を
読
ん
だ
少
年
少
女
の
皆

さ
ん
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

幼
少
年
の
頃
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
ト

一
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
と
な
づ
け
て
、
は

げ
し
い
体
力
づ
く
り
に
む
き
に
な
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

楽
し
い
運
動
遊
び
を
し
て
お
い
た
方

が
、
い
ざ
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

っ
て
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
ハ
ネ
を
打
ち
は
じ
め

た
と
き
に
大
変
、
進
歩
が
は
や
い
の

で
すヽ
。

ヵ
ヶ

ッ
コ
で
が

ん
ば
ろ
う

ま
ず
第

一
に
カ
ケ
ッ
コ
や
鬼
ご
っ

こ
を
ど
ん
ど
ん
す
る
こ
と
で
す
。
運

動
会
や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た
ら

そ
の
と
き
、
カ
ケ
ッ
コ
だ
け
は
負
け

な
い
ぞ
と
い
う
心
掛
が
大
切
で
す
。

短
距
離
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、

手
足
が
す
ば
や
く
動
く
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
機
敏
な
動
作
が
で
き
る

と
い
う
証
拠
で
す
。
長
い
距
離
が
走

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
臓
が
強
い
、

ス
タ
ミ
ナ
が
あ
る
証
拠
で
す
。

そ
の
上
、
心
が
強
い
、
少
し
ぐ
ら

い
苦
し
く
て
も
ガ
マ
ン
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
走
る
の
が
速

い
、
速
い
か
ら
面
白
い
、
面
白
い
か

ら
走
る
。
負
け
て
も
へ
こ
た
れ
ず
に

ナ
ニ
く
そ
と
走
る
…
こ
ん
な
少
年
少

女
は
も
う
そ
れ
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら

練
習
し
だ
い
で
は
素
晴
ら
し
い
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
れ
る

こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
す
。

た
と
え
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
進
ま
な

く
て
も
、
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
進
む
に

し
て
も
、
走
る
力
は
す
べ
て
の
基
本

で
す
。
勉
強
の
上
で
も
、
仕
事
の
上

で
も
、
全
人
生
を
通
じ
て
、
こ
の
走

る
力
、
意
志
の
力
こ
そ
は
大
き
な
底

力
に
な

っ
て
く
れ
ま
す
。

少
年
少
女
時
代
に
カ
ケ
ッ
コ
を
し

て
い
て
、　
ソ
ン
を
し
た
人
は

一
人
も

お
り
ま
せ
ん
。
ど
う
も
、
こ
の
頃
の

少
年
少
女
は
カ
ケ
ッ
コ
が
足
り
ま
せ

ん
。　
一
日
に

一
回
は
、
息
が
は
ず
ん

で
、
胸
が
く
る
し
く
な
る
く
ら
い
鬼

ご

っ
こ
や
カ
ケ
ッ
コ
、
陣
取
り
を
す

る
よ
う
な
お
友
達
を
つ
く

っ
て
下
さ

い
。近
く
の
河
原
や
、
小
山
な
ど
で
、

坂
道
な
ど
、
登
り
く
だ
り
し
な
が
ら

カ
ケ
ッ
コ
が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば

大
変
、
好
つ
ご
う
で
す
。
お
父
さ
ん

や
、
お
兄
さ
ん
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

走

っ
た
り
、
タ
イ
ム
を
は
か
っ
て
も

ら
っ
た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
ポ
ー
ル
遊
び
も

次
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
ど
ん
ど
ん
や

る
こ
と
で
す
。
ボ
ー
ル
投
げ
に
ス
ピ

ー
ド
が
あ
る
、　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ

い
、
捕
え
る
の
が
う
ま
い
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
ま
ま

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

ス
ト
ロ
ー
ク

（特
に
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
）
に
通
用
し
ま
す
。

肩
や
手
首
、
ヒ
ジ
の
力
の
使
い
方

に
共
通
の
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
第

一
、
空
間
を
移
動
す
る
も
の
に
対
す

る
反
応
が
、
非
常
に
高
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
こ
の
ボ
ー
ル
遊
び
の

大
切
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で

す
。学
校
で
は
お
友
達
と
、
お
う
ち
に

か
え
っ
て
も
、
お
父
さ
ん
や
お
兄
さ

ん
と
、
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ッ
チ
。
ボ
ー

ル
や
ド

ッ
ヂ

。
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん

で
下
さ
い
。

ウ
デ
の
力
は

″
け
ん
す
い
″
で

そ
の
次
に
は
″
け
ん
す
い
″
で
す
。

け
ん
す
い
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
は
関

係
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
、
実
は
大
変
に
大
切
む
力
な
の

で
す
。

私
は
今
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
た
く

さ
ん
の
選
手
の
体
力
を
測
定
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
名
手
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、

素
晴
ら
し
い
け
ん
す
い
力
の
持
主
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

強
打
の
瞬
間
と
、
け
ん
す
い
の
瞬

間
の
、
ウ
デ
や
、胸
筋
、腹
筋
の
緊
張

状
態
は
と
て
も
似
て
い
る
の
で
す
。

自
分
の
体
を
ウ
デ
の
力
で
支
え
き

れ
な
い
よ
う
な
体
力
で
は
、
ラ
ケ
ッ

ト
を
自
由
自
在
に
振
り
廻
し
て
強
打

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
車

輪
を
廻
れ
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。要
す
る
に
、
ウ
デ
で
体
重
を
さ
さ

え
る
こ
と
を
多
く
す
れ
ば
よ
い
。
頭

２
尚
さ
に
と
び
あ
が

っ
た
り
、
ぶ
ら

さ
が

っ
て
、
振
り
と
び
を
し
た
り
、

棒
に
の
ぼ

っ
た
り
し
て
、
技
と
い
う

よ
り
も
力
を
つ
け
る
気
持
で
よ
い
と

思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
学
校
の
体
育
の
時
間

に
生
生
が
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
や
ら

し
て
下
さ
る
時
に
、
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
や
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
に
は

必
ず
走
る
こ
と
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
け

ん
す
い
が
充
分
に
も
り
こ
ま
れ
て
い

る
は
ず
で
す
か
ら
。

■
　
■
　
■
　
■

筆
者
紹
介
　
伊
藤
基
記

（
量
）
東
京

高
師
出
、
協
会
常
務
理
事
、
同
指
導

委
員
長
、
熊
本
女
教
授
、
第
四
回
ト

マ
ス
杯
日
本
チ
ー
ム
・
コ
ー
チ



前
号
で
は
高
木
選
手
の
全
英
に
お

い
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
失
敗
談
を
紹
介

し
た
が
、
今
回
も
引
き
続
い
て
、
シ

ン
グ
ル
ス
に
つ
い
て
の
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
に
し
た
体
験
談
や
幾
人
か
の
ト

ッ
プ

・
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
意
見
な
ど
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

堺
栄

一
選
手
の
話
―
―
堺
選
手
は

現
在
、
ト
マ
ス
杯
日
本
チ
ー
ム
の
主

将
で
あ
る
が
、
卜
杯
代
表
に
え
ら
ば

れ
る
こ
と
３
回
目
で
あ
り
、
そ
の
豊

富
な
体
験
を
生
か
し
て
の
頭
悩
的
プ

レ
ー
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

…
…
昭
和
四
十
二
年
五
月
、　
マ
レ

ー
シ
ア
招
待
大
会

（
イ
ポ
ー
市
）
で

イ
ン
ヾ―
不
シ
ア
Ｎ
Ｏ

・
２
の
ム
ル
ヤ

デ
ィ
選
手
と
対
戦
す
る
に
当
り
、
何

と
か

一
失
を
む
く
い
ん
も
の
と
試
合

前
に
考
え
、
す
べ
て
シ
ョ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
で
、
で
き
る
だ
け
長
い
ラ
リ

ー
を
避
け
、
サ
ー
ビ
ス
後
の
４
２
５

球
目
に
は
勝
負
す
る
、
い
わ
ば
′
奇

襲
作
戦
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
。第
１
ゲ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー

ビ
ス
を
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ン
寄
り
に

或
い
は
サ
ィ
ド

・
ラ
イ
ン
寄
り
に
散

ら
し
、
相
手
の
リ
タ
ー
ン
の
甘
く
な

っ
た
と
こ
ろ
を
す
か
さ
ず
得
意
の
フ

エ
イ
ン
ト
で
か
き
混
ぜ
計
画
通
り
に

試
合
を
リ
ー
ド
し
て
押
し
き
っ
た
。

失
敗
し
た
作
戦
変
更

第
２
ゲ
ー
ム
も
滑
り
出
し
よ
く
前

半
リ
ー
ド
を
う
ば
っ
た
が
、
ム
ル
ヤ

デ
ィ
も
さ
す
が
に
世
界
的
名
手
、
次

第
に
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ェ

イ
ン
ト
戦
法
に
慣
れ
て
点
が
と
れ
な

く
な

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、　
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
ゃ
ド
ラ
イ
プ

・

サ
ー
ビ
ス
に
き
り
か
え
て
局
面
打
開

を
計

っ
た
が
、
そ
れ
が
悪
く
、
体
力

的
に
も

バ
テ
気
味
と
な
り
、
相
手
を

調
子
づ
か
せ
て
し
ま
い
遂
に
第
２
ゲ

ー
ム
を
落
し
て
し
ま
っ
た
。

第
３
ゲ
ー
ム
に
入
り
三
度
シ
ョ
ー

ト

・
サ
ー
ビ
ス
で
ス
タ
ー
ト
、
中
盤

ま
で
リ
ー
ド
し
た
が
そ
こ
で
ま
た
点

が
と
れ
な
く
な
り
、　
つ
い
っ
い
、
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
気
が
あ
せ
り
、

ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
ゃ
ド
ラ

イ
ブ

・
サ
ー
ビ
ス
に
き
り
か
え
て
し

ま
い
、　
一
気
に
引
き
は
な
さ
れ
て
し

ま

っ
た
。

敗
戦
の
跡
を
振
り
返

っ
て
み
る
と

ム
ル
ヤ
デ
ィ
と
し
て
は

「
不ヽ
バ
ッ
て

い
る
う
ち
に
い
つ
か
は
ロ
ン
グ

・
サ

ー
ビ
ス
が
く
る
だ
ろ
う
」
と
、
気
長

に
そ
れ
を
持

っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

た
。
徹
頭
徹
微
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ

ス
で
戦
え
ば
何
と
か
勝
つ
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
、
と
思
え
る
だ
け
に
、

対
戦
前
に
せ
っ
か
く
立
て
た
作
戦
で

初
志
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
自
分
に
ガ

ッ
ク
リ
し
た
。
と
反
省
し
て
い
る
。

さ
て
、
堺
選
手
は
ど
ち
ら
と
い
え

ば
ダ
ブ
ル
ス
に
そ
の
う
ま
味
を
発
揮

す
る
選
手
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、

過
去
の
卜
杯
や
そ
の
他
の
国
際
試
合

で
貴
重
な
勝
ち
星
を
挙
げ
て
い
る
こ

と
や
、
国
内
で
の
各
種
大
会
で
の
戦

績
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
勿
論
シ

ン
グ
ル
ス
も
決
し
て
悪
く
は
な
い
。

往
々
に
し
て
彼
の
老
練
さ
に
苦
汁
を

な
め
さ
せ
ら
れ
る

一
流
選
手
が
い
る

こ
と
も
衆
知
の
と
お
り
で
ぁ
る
。

し
か
し
何
分
に
も
相
手
は
世
界
的
な

シ
ン
グ
ル
ス
の
名
手
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ま
と
も
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る

こ
と
を
避
け
る
と
と
も
に
、
自
己
の

得
意
と
す
る
戦
法
を
駆
使
す
る
た
め

に
、
既
述
の
通
り
強
気
の
作
戦
を
立

で
、
美
事
第
１
ゲ
ー
ム
先
販
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

あ
せ
り

の
因
は

ス
タ
ミ
ナ
，
・

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
戦
を
変
え

て
第
２
ゲ
ー
ム
を
落
し
、
同
じ
失
敗

を
第
３
ゲ
ー
ム
で
繰
り
返
し
て
し
ま

っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
？
　
堺
選
手
と

も
あ
ろ
う
者
が
″
　
読
者
は
恐
ら
く

そ
う
思
う
に
違
い
な
い
。
筆
者
も
事

実
そ
う
思

っ
た
が
堺
選
手
の
手
記
を

繰
り
返
し
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
一

つ
の
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ
は
、
ス

タ
ミ
ナ
の
勝
負
だ

っ
た
。

即
ち
、
ネ
バ
リ
抜
く
ム
ル
ヤ
デ
ィ

に
対
し
、
点
が
と
れ
な
く
な
っ
て
も

同

一
作
戦
で
ガ
ッ
チ
リ
と
ネ

バ
リ
返

せ
る
自
信
が
あ
れ
ば
あ
せ
り
も
迷
い

も
克
服
で
き
た
と
信
じ
る
筆
者
の
考

え
方
は
間
違

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

一
方
か
ら
い
え
ば
ス
タ
ミ
ナ
に
自
信

が
な
い
と
い
う
心
理
的
な
弱
味
を
含

む
作
戦
変
更
が
敗
因
と
い
え
る
よ
う

に
思
う
わ
け
で
あ
る
。
読
者
各
位
も

よ
く
似
通

っ
た
体
験
を
も
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

相
手
の
穴
を
徹
底
的
に
狙
っ
て
主

導
権
を
握
り
、
ゲ
ー
ム
・
ポ
イ
ン
ト

や
マ
ッ
チ
ｏ
ポ
イ
ン
ト
を
掌
中
に
し

な
が
ら
、
相
手
に
ネ
バ
ら
れ
て
つ
い

つ
い
作
戦
を
変
え
た
た
め
に
追
い
つ

か
れ
、
追
い
こ
さ
れ
、
大
事
な
試
合

を
失
う
と
い
っ
た
よ
う
な
例
は
よ
く

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
に
勝
つ
た

め
に
は
、
体
力
、
精
神
力
、
技
術
と

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
お
互
い

に
よ
く
解

っ
て
い
な
が
ら
も
自
分
の

ア
ン
・
バ
ラ
ン
ス
に
気
が
つ
か
な
か

っ
た
り
、
或
い
は
気
が
つ
い
て
い
な

が
ら
そ
の
養
成
を
怠

っ
て
い
る
者
が

以
外
に
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
果
し
て
ど
う
だ
ろ

「ヽノ。と
こ
ろ
で
、
つ
い
で
に
堺
選
手
の

観
戦
記
を
ご
披
露
し
よ
う
。
第
五
十

五
回
全
英
選
手
権
男
子
単
決
勝

（
一

九
六
五
年
、
ロ
ン
ド
ン
）
、
タ
ン
・
ア

イ
ク

・
ハ
ン

↑

レ
ー
シ
こ

対

エ

ル
　
・　
ラ
ン
ヾ卜
・　
コ　
ッ
。フ
ス
　
（いア
ン
マ

ー
ク
）
。

完
壁
だ

っ
た

サ
ー
ビ
ス

‥
ア
イ
ク
・
ハ
ン
の
ロ
ン
グ

・
ハ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
が
深
い
印
象
と
し
て

残

っ
て
い
る
。
高
く
、
深
く
、
本
当

に
正
確
で
あ
り
、
横
か
ら
見
る
と
各

種
指
導
書
に
図
示
さ
れ
て
い
る
通
り

に
、
真
上
か
ら
バ

ッ
ク

・
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
・
ラ
イ
ン
一
杯
に
落
下
し
て
い

た
。
彼
の
プ
レ
ー
は
、
こ
の
サ
ー
ビ

〈続
〉

サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性

名
選
手
の
経
験
と
名
勝
負
か
ら

■
Щ
制
覇
輛
④

毛

利

清

志



昭和44年度

全日本総合バ ドミントン選手権大会

時

所

日

場

12月 1～ 6日

東京・代々木第 2体育館

12月 6日

17:00 lヽ S 17^ン 24

IヽS―男子シングルス

LD女子ダブルス

IヽI x l

L S 19～ 26

Ｓ

　

Ｄ

Ｍ

　

Ｌ

29 - 30

22 - 23

LS一女子シングルス
MIX―混合ダブルス

試 合 時 間 表

12ErE I nn2E I 12E3E I :.2E4E

MSl～ 8

LDl～ 9

MDl～ 12

L Sl～ 2

MIX 2～ 5 市IIX 6～ 7 NI D 27

LD 24

卜IS  31

LS 33

MS 9～ 16 1 M D 13～ 20 Iヽ S 25 ～ 28

L D 18～ 21

Iヽ D 21～ 24

L S 27-30

14:00

IヽI X 9

Iヽ  I) 28

L D 10～  17   L S 3～  18

卜II X  8       1  1ン D  25

l)l D 25 - 26 I\.I S 32

L S31-32 LS 34

IヽD―男子ダブルス

10:00

13:00



男 子 単
小 島 一 平 1
1神奈川、ヨネヤマラケット)

金 原 良 史 2

1岩手、金原電気 )

谷 口  寛 3
(東京、立  大 )

鈴 木 健 二 4

(東京、電電東京 )

窪 田 恵 三 5

(山梨、甲府市役所

'

池 田 信 孝 6

(東京、法  大 )

今 泉  勉 7
(東京、中  大)

関  一 誠 8
(東京、早大体育局)

坂 本 聖 二 9
(神奈川、カローラ神奈川|)

浅 野 佳 夫 10
(群馬、三ツ葉電機 )

牛 島 秀 雄 11

(愛知、トヨタ自工 )

栂野尾昌-12
(東京、法  大 )

杉 田 博 13
(神奈川、横浜立野高教員,

尾崎 幹雄 14
(富 山、富 山 商)

遠 藤 好 男 15

`東
京、日  大,

西 野 一 征 16

(東京、ニ シヤ)
秋
山

西
野

17高 林 弘 則
(富山、奥野敬商店)

18森谷喜久男
(東京、電電東京 )

19舟 山 敏 彦
t秋田、秋田経済大付高)

20宮 永 武 司
東京、明治生命 )

21本多山  1参
東京、日  人,
22渡 辺 直 人
1神奈||、 横浜市役所

'

23寺 前 信 之
1東京、立  太 )

24秋 山 真 男
(山梨、秋山紙店)

25界  栄 一
`東
京、河崎ラケ ,卜 )

26岩 下 一 雄
東京、中  大 )

27星 野 義 H召
1東京、電電東京 ,

28森  芳 夫
1東 京、法  人 )

29安 沢 武 司
1受 知1、 トヨタ白■|

30内 田 通 夫
群馬、桐■1市商 |

31横 田 正 俊
1滋賀、F彦根南中教員)

32本 間 )順 次
(東京、中  大)



金 原 。伊 藤 6
(岩手・金原電器 。東芝)

鈴木0・ 星 野 7
(東 京・電 電 東 京 )

西 野 。本 間 8
(東 京・ニシャ・中大)

横 田・ 藤 上 9

(滋 賀・彦根南中・朽木西小)

黒 崎
。
吉 田 10

(東 京・北 辰 電 機 )

寺 前 ・ 児 島 H
(東 京・立 大・法 大 |

高 林・坂 本 12
(黒祟′il孝や事|ち口_ラ

'

小 林 。渡 辺 13
(群 馬・桐生 市 商)

長谷川 。安 沢 14
(愛 知・ トヨ タ 自工 )

(L轟」‖‖与tlネ漫)1
塩 飽・ 武  2
(兵 庫・富士鉄・広 畑)

草 島・田 所 3
(東  京 ・ 法  大 )

杉 山 。牧 野 4
(東  京 。 日  大 )

杉 田・坪 内
(神奈川・立野高・高砂小)

鈴木m。 有 木
(東 京・電 電 東 京)

長 谷 川
。上  野

(愛 知・ トヨ タ 自工 )

星 野 ・ 土 井
(東 京・電 電 東 京)

本多 田 。本多 田
(神奈川|・立野高。日本コロムビア)

鈴木日・奈良岡
(電 京・電 電 東 京)

男 子 複

三決
0 2「
―
π}-10 2

本西 森池
間野  田
合  複

15今 泉・岩 下
(東  京 ・ 中  大)

16尾 崎 。中 り||
(富  山 ・ 富 山 商)

17伊 村 。樋 口
(愛  知 ・ 名  鉄)

18落 合 。宮 り||
(神 奈 川・関 東 学 院 )

19日 野・横 倉
(東 京・電 電 東 京 ,

20 佐 木々彦)・ 佐々 木tll)
(岩手・千厩高・岩谷堂高 )

21 堺  ・栂野尾
(東 京・河崎ラケット・法大

'

22鈴木←)。 森 谷
(東 京・電 電 東 京)

23 杉 本・及 川
(東  京 ・ 早  大)

24牛 島 。松 島
(愛 知・ トョ タ 自工 )

25宮 永・ 関
(東京・明治生命・早大体育局)

26滝 野・鷲 尾
(東 京・法 大 。中 大 |

27内 田・桐 生
(群 馬・桐 生 市 商 )

28 森  。池 田
(東  京 ・ 法  大)

日
比

森 谷・田 中
(東 京・電 電 東 京 )

小 山 。小 林

(神奈 ・県庁'日 本コロムビア)

安 沢 。金 子
(愛 知・トヨタ自工)

山 本・高 橋
(東 京・北 辰 電 気)

田
中
森
谷
杉
田
杉
田

2

0
20



lW田Ⅱ
mll:|‖II! 《スTょぅ言,等ヶット》

●アル ミ製 では不可能 なスチールの弾力 を生 か した最高級 フ レームです 従来の T型バチの欠点 であ る
打球時の不安定 と、ラケ ッ トの中心以外で打 った時 の シャフ トの飛行距離 の懸 さなとを完全 に解決 し

たY型パチ を採用 しま した

*T一 : エクセレント
(EXCELLENT〕

クロ ーム  モリプデ ン テ ーバ ー ド ステ ール
シ ャフ ト使 用

小売籠幡 《V3.500》

*S-2 ザ・コスモス
(THE COSMOS)

クローム モリブデン ストレート スチール
シャフト使用

小亮価格 《V3,000》

lC HY― S「EEP,DIA NO.:500
くレインボーカラーの新しヽヽガ ント〉

*HY一 針EEP  NO.1000
く世界中で最もポビュラーなガット,

●ハ トロ使用 に よ リガ ッ ト切 れが あ

りませ ん

● おねが い

檜 糸 を張 る時 、テ レビ ン油 を使用

しメウチ (千枚通 し)は 強 くネ ジ込

まない機 に して下 さい

〆

・劇

劃

ひ

ｉ



〕早子女

高橋 とも子 1
(東京・北辰電機)

工藤美佐江 2
(愛知・豊田織機)

篠 山 和 江 3
(大阪・東大阪女ti大 )

奈良岡洋子 4
(東京・東京電電)

柿 本 彰 子 5
1長崎・活水女短大)

高 坂  薫 6
(東京・青 学 大 )

阿久津 まさ子 7

1栃 イく・真岡女高)

外 崎 秀 子 8

(青森・ツ、前聖愛高 )

天 野 博 江 9
(岐中・東海女短大教員)

竹 中 1見 子 10
(llr,j・ 青陵女短大 )

細 川 泰 子 11
1香 川・琴平電鉄 )

石 崎 喜 代 子 12

(東京・ 日 体 大 )

金 子 美 和 子 13

1愛知・トヨタ自工 |

柴山きよ子 14
大阪 。東大阪高 )

イ 片ヽ 千 恵 子 15

1東京 。日 体 大 )

山本みどり16
(香り||・百十四銀行)

本間恵美子 17
東京・日女体大 )

18相沢 まち子
(新潟・青陵女短大)

19大橋美和子
(愛知・豊田織機 )

20細 谷 芳 子
(群馬・境  高)

21湯 本 博 江
1東京・日女体大 ,

22大 田 節 子
(愛知・トヨタ自工 |

23池 田 栄 子
(大阪・東大阪女短大 ,

24山 本 真 江
(香川・琴平電鉄 )

25浦 口 恵 子
(東京 。日女体大 |

26堀川栄美子
(東京・日 体 大 :

27陣 内 裕 子
(京都・成安女高 ,

28綾井美津子
(香川。百十四銀行 )

29石 崎 茂 子
(栃木・真岡女高 |

30深沢むつ子
1愛知・トヨタ自工

32徳 永 澄 子
1長崎。九尾中教員)

32高 崎 弘 子
(大阪・東大阪高 )

33山 上 博 子
1東京・北辰電機 |

34高 木 糸己子
岐阜・東海女ヽ 人数員



女 子 複
相 沢 。竹 中
(新潟 。新潟青陵短大 )

小 山・高 橋
(東 京・青 学 大)

陣 内 。岡 崎
(京都・成安女子高校 )

綾 井・福 本
1香 川・ 8~十 四 銀 行 )

脇 田・及 り||
(岐阜・富田女子高校)

大 場 。阪 本
(大 阪・東大阪高校|

深 沢・金 子
(愛 知・トヨタ自工)

池 田・篠 山
(大 阪・東大阪短大,

大 橋・辻 田
(愛 知・豊 田 織 機)

湯 木 。本 間
(東 京・ 日 女 体 大 )

永 井 い ・ 山  下
(京 都・三 菱 重 工 )

藤 井
。
小 林

(栃 木・真 岡女 子 高校 |

松 本 。高 坂
(東  京・青 学 大 ,

高 橋・水 野
(東 京・北 辰 電 機 )

藤 井 。光 中
(東  京・女  体  大 )

岡 崎 。永井lt・ )
(京 都・三 菱 重 工 )

,柴 山 。高 崎
(大 阪・東 大 阪 高 校

‐

山 本・細 り||
(香 川・琴 平 電 鉄 )

上 野
。大 田

1愛 知・ ト ヨ タ 自 工 ,

有 木 。上 井
(東 京・電 電 東 京,

/1ヽ 片 。堀 り||

(東  京 '日  体  大 |

山 下 ・ 徳 永

(長崎・江平中学・九屋中学)

田 仲・奈良岡
(東 京・電 電 東 京 ,

大 塚・池 尻
(東 京 。日 女 体 大 )

高 木 。天 野
(岐阜・東海女子短大教)

水
野
高
橋
湯
木
本
間

全日本総合バ ドミントン選手権大会
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バ

ド

ミ

ン
ト

ン

ウ

エ

ア

選
手

が
選

ぶ

シャツ・ ズボ ン・ ス コー ト・ シャ ンパ ー・ セ ニ ター・ チ ョッキ・ ソ ッ クス

ぜ い た くな コー マ綿 をふ ん だ ん に使 用 して い ます 。

エ イ トロ ッ ク織 りの 高級 な肌 ざわ りが魅 力 で す 。

咆

越



大 会 役 員

森 友 徳兵衛  靭 勉  松 下 正 寿
本 田 弘 敏

村 岡 四 郎

栗 本 義 彦

石 渡 俊 一

角 田 賢 三

浅 野 喜代治
日 野 貞 夫
広 田 兼 敏
揚 原 新十郎
岡 崎   忠
田 原 又 蔵
市 河 八 五

森   俊 雄
米 丸 芳 男

川 端 昇 市
小 宮 淳 宏

五十嵐 正 信
吹 田 修 一

増 田 保 夫
高 橋 重 夫
石 原 幸 雄
鈴 木 忠 雄
野 中 正 稔
内 田 月ヽ五郎
吉 村 節 夫
橋 本 角 市
山 本 八 郎
仲 村 寛 市

菊 地 利 明
伊 藤 鉱 一

土 方   充
本 島 義 男
金 子 賢太郎
元 橋 美知子
後 藤 郁 夫
秦     浩
字 多 美知子
大 場 直 美
相 場 清 一
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菅 原   元
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菅 沼 友 明

広 田 兼 敏

新 井 廻 之

白 山 源三郎
地 崎 字三郎
月ヽ 関 三 郎
小 柴   貢
朝 倉 良 三

矢 部 喜 一

永 末 英 一

中 村   健
鎌 田 道 海
荒 木   実
中 村 英太郎
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木
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田
田
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高
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須
出
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布
佐
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福
大
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伊
倉
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日

一
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雄
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一
司
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新 沢 正 人  今 井 由紀子
久 永 公 夫  久保田 忠 則
三 原 登美子  永 谷 京 子

市 川 章 子

山 崎 真知子
栗 原 えり子

宮 武 泰 子  中 村 ひさ子
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長
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ス
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
相
手
を
コ

ー
ト
の
奥
深
く
追
い
こ
む

ハ
イ

・
ク

リ
ヤ
ー
と
ネ
ッ
ト
ぎ
り
ぎ
り
に
引
き

つ
け
る
ド

ロ
ッ
プ

。
シ
ョ
ー
ト
が
主

軸
で
あ
り
、　
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー

ビ
ス
の
で
き
如
何
が
試
合
の
勝
敗
を

大
き
く
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
程
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

対
す
る
コ
ッ
プ
ス
も
こ
の
正
確
無
比

の
サ
ー
ビ
ス
に
微
動
だ
に
し
な
か
っ

た
。
ア
イ
ク
・
ハ
ン
に
マ
ッ
チ
・
ポ

イ
ン
ト
を
握
ら
れ
な
が
ら
、　
一
セ
ン

チ
に
も
足
り
な
い

（観
戦
者
か
ら
は

オ
ン
・
ラ
イ
ン
に
見
え
た
）
ア
ゥ
ト

を
平
然
と
選
球
す
る
落
着
き
振
り
と

彼
の
ジ
ャ
ッ
ジ
の
力
と
い
う
か
、
そ

の
自
信
の
程
に
ア
然
と
さ
せ
ら
れ
た

筆
者
も

一
九
六
八
年
十
月
の
マ
レ

―
シ
ア
招
待
に
参
加
し
て
男
子
単
の

決
勝
で
小
島
選
手
が
ア
イ
ク

・
ハ
ン

と
対
戦
し
、
善
戦
健
斗
の
末
２
１
１

で
惜
敗
し
た
と
き
、
ア
イ
ク

・
ハ
ン

と
小
島
選
手
の
差
は
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
と

ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
即
ち
、

ア
イ
ク

・
ハ
ン
の
そ
れ
ら
は
常
に
コ

ー
ト
一
杯
で
あ
る
の
に
、
小
島
選
手

の
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
や
ク
リ
ヤ
ー
の

大
半
が
コ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
飛
ん
で

い
な
く
て
上
背
の
あ
る
ア
イ
ク
・
ハ

ン
に
と
っ
て
は
、
ず
い
ぶ
ん
有
利
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
小
島
選
手
に
登
場

し
て
も
ら
お
う
。

小
島

「
ま
だ
不
安
な

単
の
サ
ー
ビ
ス
」

―
―
私
は
、
ど
う
も
シ
ン
グ
ル
ス

の
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
し
て
い
な
い
。

と
き
に
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
を
用

い
て
見
て
感
じ
る
こ
と
は
、
自
分
よ

り
弱
い
相
手
に
は
通
用
す
る
が
、
同

等
ま
た
は
強
い
相
手
に
対
し
て
は
決

し
て
う
ま
く
い
か
な
い
。
セ
オ
リ
ー

と
し
て
は
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
に
落
下

す
る
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
が

一
番
い
い
よ
う
に
思
う
。
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ー
ト

一
杯
に
深
く

リ
タ
ー
ン
さ
れ
る
と
そ
れ
だ
け
で
不

利
に
な
る
の
で
危
険
性
を
含
ん
で
い

６８
年
１０
月
マ
レ
ー
シ
ア
招
待
大
会
男

子
単
決
勝
、
タ
ン
・
ア
イ
ク

・
ハ
ン

（手
前
）
対
小
島

一
平
選
手

る
と
い
え
る
。
な
お

バ
テ
た
と
き
の

ド
ラ
イ
プ
気
味
な
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ

ス
は
、
と
き
に
相
手
の

一
発
目

（
サ

ー
ビ
ス
の
リ
タ
ー
ン
そ
の
も
の
）
の

ミ
ス
を
誘
い
得
る
こ
と
を
幾
度
か
経

験
し
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
サ
ー
ビ
ス
の

変
化
の
重
要
性
を
も
、
理
解
、
会
得

し
よ
う
と
身
を
も
っ
て
勉
強
中
で
あ

ウ
（
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
。

さ
て
筆
者
も
小
島
選
手
の
試
合
を

国
内
、国
外
で
数
多
く
見
て
き
た
が
、

彼
２
百
に
も
あ
る
と
お
り
、
シ
ン
グ

ル
ス
の
サ
ー
ビ
ス
が
不
安
定
で
あ
る

こ
と
は
正
直
に
認
め
た
い
。
特
に
ロ

ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
が
ア
イ
ク

・
ハ
ン
並
み
に
な
っ
た
ら
、
小
島
選

手
は
大
き
く
飛
躍
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
彼
自
身
が
課
題
の

一
つ
に

し
て
く
れ
る
な
ら
こ
の
上
も
な
く
嬉

し
く
思
う
次
第
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

タ
ン
・
ア
イ
ク

・
ハ
ン
の
話
題
を
西

野
選
手
に
求
め
て
見
よ
う
。

―
―
ア
イ
ク

・
ハ
ン
対
ル
デ
ィ
・

ニ
オ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
観
戦
記

―
―
第
１
ゲ
ー
ム
、
ア
イ
ク
・
ハ
ン

が
先
取
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
逆
に
、
ル

デ
ィ
が
リ
ー
ド
し
て
１４
１
６
と
追
い

こ
の
で
ゲ
ー
ム
・
ポ
イ
ン
ト
を
握

っ

た
。
と
こ
ろ
が
ア
イ
ク

・
ハ
ン
は
死

力
を
つ
く
し
て
じ
り
じ
り
と
挽
回
、

・４
１
・４
と
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
に
追
い
こ

み
、
遂
に
１７
１
・４
で
逆
転
劇
に
成
功

し
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
ル
デ
ィ
を
倒
し

た
。そ
の
と
き
、
ア
イ
ク

・
ハ
ン
は
６

点
か
ら
１７
点
ま
で
挽
回
す
る
ま
で
の

間
、　
ル
デ
ィ
に
１
点
も
与
え
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
世
界
の
シ
ン
グ

ル
ス
の
ト
ッ
プ
を
争
う
両
者
間
に
お

い
て
も
こ
の
よ
う
な
奇
蹟
的
な
事
実

が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
き

な
分
岐
点
は
何
で
あ
ろ
う
？

西
野
選
手
も
感
服
…

西
野
選
手
は
そ
の
一
つ
を
次
の
よ

う
に
語

っ
て
く
れ
た
。

「
ア
イ
ク

・

ハ
ン
は
７
点
目
か
ら
１７
点
ま
で
の
計

ｎ
点
を
と
る
ま
で
、
同
じ
ス
タ
イ
ル

で
同
じ
場
所
に
落
ち
る

（勿
論

コ
ー

ト
い
っ
ぱ
い
に
）
同
じ
よ
う
な
高
さ

の
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
に
徹

し
て
い
た
の
が
今
で
も
眼
の
底
に
焼

き
つ
い
て
い
る
」

こ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う

か
。
ア
イ
ク

・
ハ
ン
は
自
分
の
最
も

得
意
と
す
る
ロ
ン
グ

・
ハ
イ

・
サ
ー

ビ
ス
に
終
始
し
た
こ
と
を
果
し
て
意

識
し
て
い
る
か
否
か
判
ら
な
い
。
し

か
し
相
手
の
ル
デ
ィ
は
き
っ
と
嫌
な

思
い
が
し
た
に
違
い
な
い
。
じ
り
じ

り
と
挽
回
さ
れ
な
が
ら

「
サ
ー
ビ
ン

グ

・
マ
シ
ン
を
思
わ
せ
る
あ
の
サ
ー

ビ
ス
で
ネ

バ
ら
れ
る
、
ま
た
あ
の
サ

ー
ビ
ス
で
追
い
つ
か
れ
る
、
そ
れ
で

も
そ
の
う
ち
変

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

一

度
位
は
送
り
こ
ん
で
く
る
か
も
知
れ

な
い
、
そ
の
と
き
こ
そ
」
と
秘
か
に

待

っ
て
い
た
チ
ャ
ン
ス
は
遂
に
最
後

ま
で
訪
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
″

今
回
の
冒
頭
に
述
べ
た
堺
選
手
の

失
敗
談
に
対
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
全

く
対
照
的
な
成
功
談
で
あ
る
。
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
自
信
、
自
分
の
得
意

と
す
る
も
の
に
徹
し
き
っ
た
美
事
な

勝
負
根
性
に
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
一

方
、
次
の
よ
う
な
ま
と
め
で
今
月
の

結
び
と
し
た
い
。

絶
対
的
な
自
信
の
も
て
る
も
の
を

一
つ
で
も
よ
い
か
ら
身
に
つ
け
よ
。

す
べ
て
が
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の

に
い
ろ
い
ろ
と
小
細
工
を
弄
す
る
の

は
自
ら
の
墓
穴
を
堀
る
に
等
し
い
。

外
国
選
手
紹
介

マ
レ
ー
シ
ア
の
タ
ン
・
ア
イ
ク

・

ハ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ル
デ
ィ

・
ニ
オ

（現
在
は
ル
デ
ィ
・
ハ
ル

ト
ノ
）
及
び
同
国
の
ム
ル
ヤ
デ
ィ

は
そ
れ
ぞ
れ
世
界
の
ト
ッ
プ

・
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
こ
こ
数
年
全
英

な
ど
で
優
勝
争
い
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
因
み
に
本
年
３
月
の
全
英

の
成
績
は
１
位
ル
デ
ィ
２
連
勝
、

２
位
ム
ル
ヤ
デ
ィ
、
３
位
ア
イ
ク

・
ハ
ン

（第
五
十
七
回
は
１
位
）

で
あ
る
。

資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
堺
、

小
島
、
西
野
各
選
手
に
深
甚
の
謝
意

を
表
し
、
卜
悴
成
功
を
誌
上
よ
り
お

祈
り
し
ま
す
。

■

■

■

■

筆
者
紹
介
　
毛
利
清
志

（里
）
日
体

大
出
、
協
会
常
務
理
事
、
同
指
導
副

委
員
長
、
山
陽
学
園
高
校
教
諭
、
第

五
回
ュ
ー
バ
ー
杯
コ
ー
チ
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【第 4回】

連
日
の
三
十
キ
ロ
往
復

マ
ラ
ソ
ン

両

立

す

る

ス
ポ

ー

ツ

と
勉

強

聖
学
院

（東
京

・
北
区
）
に
は
い

っ
た
こ
と
が
、
ぼ
く
を
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
結
び
つ
け
た
。

聖
学
院
に
は
、
こ
の
前
の
ュ
杯
監

督
、
今
井
先
先
生
が
お
ら
れ
た
か
ら

だ
。
運
動
が
好
き
だ
し
、
長
身

（現

在

一
人

一
。
六
つ
）
だ

っ
た
か
ら
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
ら
な
い
か
と
さ
そ

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
で
は
硬

式
野
球
の
選
手
に
な
り
た
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
学
校
に
硬
式
の
部
が

な
い
の
で

「
そ
れ
で
は
、
学
校
の
ク

ラ
プ
で

一
番
強
い
競
技
を
」
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
に
足
を
ふ
み
入
れ
た
の
だ

▼
▲
　
　
▼
▲

》

紹

介

《

▼
永
井
栄

一
氏
は
中
学
か
ら
社
会
人

ま
で
の
間
に
、
東
京
、
関
東
、
全
国

の
高
校
、
大
学
、
全
日
本
の
す
べ
て

の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
収
め
、
ト
マ
ス

杯
代
表
を
三
度
つ
と
め
た
。

お
も
な
優
勝
は
①
全
日
本
単

（
５８

年
）
複

（
５７
‐
５９
年
）
②
国
体
（６０
、

６．
年
）
③
全
国
高
校
単

（
５５
年
）
④

全
日
本
学
生
単

（
５６
、
５８
年
）
複
（５６

年
）
な
ど
▼
▲
　
　
▼
▲

▲
右
か
ら
二
人
目
が
筆
者

（
卜
杯
米
国
遠
征
で
）

立
大
Ｏ
Ｂ

水ヽ

井
　
栄

っ
た
。
中
学
二
年
の
秋
。

今
井
先
生
は
、
す
ご
く
き
び
し
か

っ
た
。
い
や
、
き
び
し
い
と
い
う
よ

り
、
本
当
の
意
味
で
″
正
し
い
指
導
″

を
し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

練
習
は
い
つ
も
、
授
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
、　
つ
ま
り
、
夜
の
六
時
―
九

時
と
い
う
決
ま
り
だ

っ
た
。
そ
れ
で

も
、
勉
強
の
方
が

一
定
の
レ
ベ
ル
に

達
し
な
い
選
手
が
出
る
と

「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
や
め
な
さ
い
」
と
、
宣
告

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
は
両
立
す
る
か

―
―
こ
れ
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
選

手
に
問
い
か
け
ら
れ
る
大
き
な
質
問

だ
が
、
ぼ
く
は

「
両
立
す
る
か
、
し

な
い
か
」
で
は
な
く

「
両
立
さ
せ
る

か
ど
う
か
」
だ
と
思
う
。
意
志
あ
る

と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る
。
要
す
る
に

本
人
し
だ
い
な
の
だ
っ

も
っ
と
も
、
先
生
の
中
に
は
、
も

の
わ
か
り
の
い
い
？
方
も
い
た
。
そ

の
人
は

「
ス
ポ
ー
ツ
か
勉
学
か
、
ど

っ
ち
か
に
精
力
を
集
中
し
て
悔
い
な

き
青
春
を
お
く
ら
ぬ
や
つ
は
バ
カ
な

人
間
だ
」
と
い
っ
て
、
授
業
中
、
ど

っ
ち
つ
か
ず
の

″
ノ
ン
ポ
リ
派
″
に

は
、
竹
の
ム
チ
で
ビ
シ
ビ
シ
し
ご
い

て
い
た
が
、
ぼ
く
は
幸
い
に
し
て
、

居
ね
む
り
な
ど
し
た
と
こ
ろ
を
見
つ

か
っ
て
も

「
お
前
は
練
習
で
疲
れ
て

い
る
な
」
と
、　
ニ
ヤ
ッ
と
す
る
だ
け

だ

っ
た
。

大
学

（立
大
）
は
、
さ
ら
に
き
び

し
か
っ
た
。
私
が
進
学
し
た
こ
ろ
、

先
輩
に
は
望
月
、
力
石
、
片
石
、
同

輩
に
は
並
木
、
北
島
な
ど
、
好
選
手

が
目
白
押
し
で
、　
一
種
の
黄
金
時
代

だ

っ
た
が
、
そ
の
裏
に
は
、
い
ま
の

人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
あ

っ
た
。

な
に
し
ろ
、
大
学
の
あ
る
池
袋
か

ら
神
宮
外
苑
ま
で
、
約
十
四
♂
ぐ
ら

い
の
距
離
を
、
毎
日
、
走
る
の
だ
。

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
外
苑
に

つ
く
と
、
イ
ン
タ
バ
ル
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
ダ

ッ
シ
ュ
や
ら
、
う
さ
ぎ
と

び
や
ら
、
い
ま
で
い
う

″
サ
ー
キ
ッ

ト
″
で
し
ご
か
れ
、
す
ぐ
ま
た
、
走

っ
て
帰
る
の
だ
。

よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
打
つ
、
と

い
う
の
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
原
則
。

「
お
前
は
背
が
高
い
か
ら
、
い
い
だ

ろ
う
」
よ
く
人
に
い
わ
れ
る
の
が
、

当
然
、
利
点
は
あ
る
。
だ
が
、
ノ
ッ

ポ
は
低
目
や
サ
イ
ド
に
弱
い
か
ら
、

た
だ
長
身
で
あ
れ
ば
い
い
、
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。

こ
と
に
ぼ
く
は

「
ス
ポ
ー
ッ
は
無

理
で
す
よ
」
と
医
者
に
あ
き
れ
ら
れ

た
ほ
ど
、
か
ら
だ
が
固
か
っ
た
か
ら
、

そ
れ
を
克
服
す
る
の
に
、
ず
い
ぶ
ん

骨
折

っ
た
。
そ
し
て
、
長
身
の
利
点

を
百
パ
ー
セ
ン
ト
生
か
そ
う
と
考
え

た
。大
体
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
、
拾
う
も

の
、
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
ス
マ

ッ
シ
ュ
で
も
、
早
く
動
け
ば
高
い
時

点
で
と
ら
え
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
し
か
ぇ

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
だ
か
ら
ぼ

く
は
、
い
つ
も

「
肩
か
ら
下
の
位
置

で
は
タ
マ
を
と
ら
な
い
」
こ
と
に
努

力
を
集
中
し
た
。

こ
の

″努
力
″
は
、
ふ
だ
ん
の
生

活
の
中
に
あ
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

と
っ
て
最
も
必
要
な

″
脚
力
″
を
つ

く
る
た
め
、
聖
学
院
高
校
時
代
は
、

行
き
は
右
、
帰
り
は
左
と
い
う
よ
う

に
、
片
足
で
荒
川
大
橋
を
走
る
こ
と

を
や

っ
た
り
し
た
。

ツ
マ
先
き
立
ち
で
か
ま
え
、　
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
基
本
が
同
じ
だ
か
ら
と

い
う
の
で

″
か
ら
手
″
に
も
入
門
し

て
み
た
。

手
に
持

っ
た
カ
サ
を
ふ
っ
た
り
、

そ
れ
を
握

っ
た
り
開
い
た
り
、
電
車

の
つ
り
皮
、
カ
バ
ン
の
柄
、
同
じ
よ

う
な
要
領
で
、
グ
リ
ッ
プ
を
強
く
す

る
練
習
に
つ
と
め
た
。

要
は
そ
の
選
手
の
や
る
気
ひ
と
つ

で
、
道
は
ど
う
に
で
も
な
る
、
と
ぼ

く
は
い
い
た
い
。



含

ロ

イ

ン

登

場
〉

と
た
ん
に
湯
木
は
、
目
を
輝
か
し

「
わ
ぁ
」
と
い
っ
た
。
神
経
性
の
胃

の
不
調
を
と
め
る
た
め
、
薬
を
買
い

に
行

っ
て
い
た
同
僚
な
ど
が
寄

っ
て

き
た
。

「
湯
木
、
大
文
夫
？
」

「
う

ん
、
新
聞
記
者
と
話
し
て
た
ら
、
元

気
が
出
た
よ
」

と
り
と
め
の
な
い
、
わ
た
し
の
雑

談
が
、
彼
女
の
気
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た

め
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、

彼
女
は
知

っ
て
い
た
。
そ
し
て
直
接

「
あ
り
が
と
う
」
を
口
に
す
る
か
わ

り
に
、
こ
う
表
現
し
た
の
だ
っ
た
。

湯
木
博
江
は
、
そ
ん
な
女
の
子
で
あ

スυ
。そ
の
前
日
、
わ
た
し
は
話
術
の
う

ま
い
共
同
通
信
の
竹
市
記
者
と
、
湯

木
、
本
間
の
両
嬢
を
相
手
に
、
か
な

り
の
時
間
、
や
は
リ
ス
タ
ン
ド
で
雑

談
し
た
。

わ
た
し
は
そ
の
と
き

「
ぼ
く
の
専

攻
は
、
女
性
心
理
学
だ
よ
」
と
、　
つ

い
、
い
っ
た
。
こ
れ
は
で
た
ら
め
で

は
な
い
が
、
事
実
で
も
な
い
。
わ
た

し
の
専
攻
は
英
文
学
で
あ
り
、
心
理

学
は
、
い
わ
ば
余
技
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
湯
木
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

信
用
し
た
。

「
ど
う
り
で
ね
。
い
ろ

い
ろ
、
く
わ
し
い
と
思

っ
た
」。
彼
女

の
こ
と
ば
を
聞
い
た
と
た
ん
、
だ
か

ら
、
わ
た
し
は
頭
の
中
で

「
申
し
わ

け
な
い
」
と
湯
木
に
わ
び
て
い
た
。

「
こ
ん
な
善
良
な
女
性
を
だ
ま
す
な

ん
て
‥
…
」

雑
談
は
全
日
本
の
開
閉
会
式
の
演

出
や
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
ら
、
技
術
や
練
習
の
こ
と
ま
で

に
及
ん
だ
。

技
術
の
問
題
で
、
竹
市
君
は
、
彼

女
た
ち
に

″
秘
密
兵
器
″
と
な
り
そ

う
な
ア
イ
デ
ア
を
二
ご
一、話
し
た
。

湯
木
は
、
こ
れ
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
で

飛
び
つ
い
た
。

「
そ
の
話
、
す
ぐ
練

習
し
て
み
よ
う
か
な
」
だ
か
ら
、
残

念
だ
が
、
そ
の
内
容
を
こ
こ
で
述
べ

る
わ
け
に
い
か
な
い
。

フ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
こ
と
。
わ
た
し

は
そ
の
数
日
前
、
か
っ
て
の
卜
杯
代

表
、
永
井
栄

一
君
に
聞
い
た

″
か
ら

手
の
研
究
″
の
こ
と
を
話
し
た
。
ダ

ン
ス
や
音
楽
の
素
養
が
リ
ズ
ム
感
覚

に
い
い
こ
と
、
テ
ニ
ス
や
卓
球
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
知
る

こ
と
が
、
ど
ん
な
に
ブ
レ
ー
の
幅
を

拡
げ
、
深
く
す
る
か
…
。

「
そ
う
な
ん
で
す
。
も
っ
と
も
っ

と
勉
強
し
な
き
ゃ
。
本
当
は
い
ろ
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
を
見
た
い
ん
で
す
。
こ

ん
ど
教
え
て
下
さ
い
」

「
や
っ
ば
り
新
聞
記
者
は
、
い
い

こ
と
い
う
。
ま
た
聞
か
せ
て
ね
」

そ
し
て
、
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

っ
た
。

湯
木
博
江
は
、
こ
ん
な
女
の
子
で
あ

Ｚυ
。な
ん
の
話
だ

っ
た
か
、
冗
談
の
続

き
の
中
で
、
彼
女
は
む
き
に
な

っ
て

い
っ
た
。

「
わ
た
し
、
毎
日
か
な
ら

ず
、
お
洗
濯
や
る
ん
で
す
よ
」。
も
の

の
統
計
に
よ
る
と
、
毎
日

′洗
濯
す

る
日
本
女
性
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
の

で
あ
る
。

だ
が
、
き
ち
ょ
う
め
ん
な
人
間
は

一
面
、
か
な
り
神
経
質
だ
。
わ
た
し

は
、
そ
の
と
き
、
ふ
と
、
そ
う
思

っ

た
。

（東
京
新
聞
　
後
藤
忠
弘
）

‐ゝ‐

|ヽ

X
φ

畿
Ｔ
．縣

…
…
湯
木
博
江
と
い
う
お
ん
な

す
り
ば
ち
型
の
ス
タ
ン
ド
。
暗
闇

同
然
の
上
段
の
席
に
、
観
客
か
ら
ぼ

つ
ん
と
離
れ
、
白
い
場
が
ひ
と
つ
、

浮
か
ん
で
い
た
。

湯
木
だ
っ
た
。
全
日
本
総
合
選
手

権
の
最
終
日
。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決

勝
の
出
番
ま
で
、
あ
と

一
時
間
た
ら

ず
だ

っ
た
。
だ
ま
っ
て
、
わ
た
し
が

隣
席
に
坐
る
と

「
へ
ん
な
ん
で
す
。

さ

っ
き
か
ら
、
ガ
タ
ガ
タ
し
て
落
ち

着
か
な
く
て
…
…
」
小
声
が
話
し
か

け
て
き
た
。
切
迫
し
た
響
き
が
あ

っ

た
。反
射
的
に
、
わ
た
し
は
六
月
の
ュ

ー
バ
ー
杯
決
勝
、
第

一
試
合
で
の
、

湯
木
の
あ
の
ア
ガ
リ
よ
う
を
思
い
出

し
て
い
た
。

「
竹
中
に
は
イ
ン
カ
レ

（全
日
本

学
生
）
で
楽
勝
し
た
ろ
う
。
ス
マ
ッ

シ
ュ
さ
え
封
じ
れ
ば
…
」

「
わ
か
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
で
も

や
っ
ば
リ
ダ
メ
な
ん
で
す
」

わ
た
し
は
そ
れ
か
ら
、
と
り
と
め

の
な
い
こ
と
を
十
分
ほ
ど
話
し
た
。

そ
し
て
話
の
最
後
に
つ
け
加
え
た
。

「
勝

っ
た
ら
豪
華
な
デ
ィ
ナ
ー
を
お

ご
る
よ
」

ぽ



R《 ―・vξ サ 0二 7瀞 SpοRTS・ S“ L●館 G轟

ス
ポ
ー
ツ
と
心
理
学
…
…
〈
上
〉

折

れ

た
指

で
も
痛

く

な

い

Ａ
晴

示

の

ふ

し

ぎ

な

世

界
Ｖ

″
東
洋
の
魔
女
″
と
い
わ
れ
た
ニ
チ
ボ

ー
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
チ
ー
ム
が
、
東

京
五
輪
め
ざ
し
て
、
練
習
中
の
こ
と
。
あ

る
選
手
が
ス
パ
イ
ク
を
受
け
そ
こ
ね
て
、

指
を
ケ
ガ
し
た
。
選
手
は
泣
き
ベ
ソ
を
か

い
て
、
大
松
監
督
に
訴
え
た
。
「
先
生
」
…

大
松
氏
は
、す
ぐ
、そ
の
選
手
を
知
り
合
い

の
医
者
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
た
。
そ
し
て
す

ぐ
、
そ
の
お
医
者
さ
ん
に
電
話
を
し
た
。

「
ウ
チ
の
子
が
、
い
ま
そ
ち
ら
へ
行

っ

た
。
も
し
か
し
た
ら
、
骨
折
し
て
い
る
か

も
し
ら
ん
が

″
な
ん
で
も
な
い
、
す
ぐ
直

る
″
と
い
っ
て
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」

ま
も
な
く
合
宿
に
帰

っ
て
き
た
選
手
は

ニ
コ
ニ
コ
顔
で
大
松
監
督
に
報
告
し
た
。

「
な
ん
で
も
な
か
っ
た
で
す
、
先
生
」
そ

し
て
、
そ
の
選
手
は
、
そ
の
足
で
練
習
に

加
わ
っ
た
。
医
者
が
診
察
す
る
と
、
実
は

指
の
骨
が
折
れ
て
い
た
。
だ
が
、
選
手
は

「
痛
く
な
い
」
と
い
っ
た
―
―
う
そ
か
ま

こ
と
か
、
い
ま
だ
に
、
関
係
者
の
口
に
の

ぼ
る

″
魔
女
″
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

ア
つ

。

☆

☆

☆

☆

い
ま
か
ら
十
年
ほ
ど
前
、
豪
州
の
学
者

が
、あ
る
水
泳
選
手
に
催
眠
術
を
か
け
た
。

「
そ
ら
、
き
み
の
う
し
ろ
か
ら
恐
し
い
フ

力
が
追

っ
て
く
る
。
早
く
、
早
く
、
早
く

泳
が
な
い
と
、食
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ら
、

早
く
…
」
そ
の
結
果
、
こ
の
無
名
選
手
は

千
五
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
当
時
の
世
界

記
録
に
迫
る
快
記
録
を
つ
く

っ
た
。

☆
　
☆
　
☆
　
☆

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
は
、
こ
う
し
た
話

が
、
生
小数
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。

「
調
子
の
悪
い
と
き
、
相
手
が
自
分
よ

り
強
い
と
思

っ
た
と
き
は
、
相
手
が
も
の

す
ご
く
大
き
く
見
え
て
く
る
。
ど
こ
を
ね

ら
っ
て
も
抜
け
ず
、
打

っ
て
も
打

っ
て
も

打
ち
返
さ
れ
そ
う
な
気
が
し
て
、
ど
う
に

も
攻
め
よ
う
が
な
い
」
か
っ
て

″
卓
球
の

神
様
″
と
ま
で
い
わ
れ
た
天
才
児
、
荻
村

伊
智
朗
氏
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
い
ま
や
、
長
身
、

巨
人
選
手
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
、
と
い
わ

れ
る
。
だ
が
、
多
少
、
背
が
低
く
て
も
ジ

ャ
ン
プ
カ
が
す
ぐ
れ
て
い
れ
ば
、
い
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
う
質
問
し
て
み
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
立
武
蔵

（
テ
レ
ビ

「
サ

イ
ン
は
Ｖ
」
の
モ
デ
ル
）
の
高
山
前
主
将

は
、
こ
う
い
っ
た
。

「
た
と
え
、
に
ぶ
い
相

手
で
も
、
長
身
に
並
ば
れ
る
と
、
最
初
か

ら
、
そ
れ
が
心
理
的
カ
ベ
に
な
っ
て
、
自

分
の
打
球
が
、
相
手
を
抜
け
な
い
と
思
い

込
み
、
結
局
は
、
そ
の
相
手
の
真
正
面

ヘ

行

っ
て
し
ま
う
」

☆

☆

☆

☆

ゴ
ル
フ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
っ
と
も

メ
ン
タ
ル

（頭
悩
的
）
な
要
素
が
強
い
。

こ
の
競
技
を
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
、
く

わ
し
い
こ
と
は
は
ぶ
き
、　
一
つ
だ
け
興
味

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
し
よ
う
。

こ
れ
は
、
あ
る
人
の
実
験
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
テ
ィ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

（打
ち
始

め
の
場
所
）
と
グ
リ
ー
ン

（
ホ
ー
ル
の
あ

る
場
所
）
の
間
に
、
そ
の
距
離
ほ
ぼ
い
っ

ぱ
い
の
川
を
つ
く

っ
た
。
テ
ィ
か
ら
グ
リ

ー
ン
ま
で
は
、
も
ち
ろ
ん

一
打
で
と
ど
く

距
離
。
さ
て
、
こ
こ
で
何
百
人
の
人
を
集
め
タ

マ
を
打
た
せ
た
と
こ
ろ
、
大
半
の
参
加
者

は
何
度
も
、
川
の
中
に
打
ち
込
む
ば
か
り

で
グ
リ
ー
ン
ま
で
い
か
な
か
っ
た
。
も
し

途
中
に
川
が
な
か
っ
た
ら
…
。
答
え
は
だ

れ
に
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

☆
　
☆
　
☆
　
☆

人
間
の
心
理
は
、
ま
こ
と
に
微
妙
な
も

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
成
績
や
記

録
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
こ
で
陸
上
、
水

泳
の
よ
う
に
記
録
が
モ
ノ
を
い
う
競
技
で

は
、　
コ
ー
チ
が
練
習
中
、
選
手
に
ラ
ッ
プ

。
タ
イ
ム
を
ご
ま
か
し
て
教
え
る
こ
と
が

あ
る
。

「
自
分
は
こ
れ
だ
け
や
れ
る
、
強

い
ん
だ
」
と
暗
示
を
か
け
る
た
め
で
、　
一

人
が
記
録
の
カ
ベ
を
破
る
と
、　
つ
ぎ
つ
ぎ

新
記
録
が
出
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

☆
　
☆
　
☆
　
☆

こ
う
し
た
こ
と
を
、
も
う
少
し
科
学
的

に
処
理
す
る
の
が
性
格
テ
ス
ト
や
適
性
検

査
で
あ
る
。

米
国
の
学
者
が
、
さ
き
ご
ろ
発
表
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
個
人
競
技
の
選
手
は

名
誉
欲
、
虚
栄
心
が
強
く
、
い
ち
ぢ
る
し

く
外
向
性
。
団
体
競
技
の
選
手
は
地
味
、

堅
実
の
内
向
性
が
多
い
。
な
か
で
も
、
水

泳
選
手
は
前
者
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
は
後
者

の
典
型
だ
と
い
う
。

こ
の
因
果
関
係
の
考
察
は
む
ず
か
し
い

が
、同

一
競
技
で
も
短
距
離
型
は
外
向
性
、

長
距
離
型
は
内
向
性
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。☆

☆

☆

☆

血
液
型
が
人
間
の
性
格
を
つ
か
む

一
つ

の
手
が
か
り
で
あ
る
こ
と
も
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
、

そ
こ
で
、
こ
れ
は
大
胆
な
推
論
に
な
る

が
例
え
ば
サ
ッ
カ
ー
で
、
Ｆ
Ｗ
は
Ａ
型
、

Ｆ
Ｂ
は
Ｂ
型
、
Ｈ
Ｂ
は
０
型
、
ゴ
ー
ル
キ

ー
パ
ー
は
Ａ
Ｂ
型
、
と
い
う
よ
う
な
色
分

け
が
、
調
べ
て
み
れ
ば
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

逆
に
、
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
性
格

と
適
性
を
調
べ
、
そ
の
人
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
種
目
や
役
割
り
を
決
め
て
や
る
―
―

現
代
は
、
も
う
、
そ
ん
な
時
代
だ
と
思
う

の
だ
が
。
　

（東
京
新
聞
　
後
藤
忠
弘
）
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世
界
選
手
権
招
待
試
合
開
く

一
騰
城
饗

一
庫
昂
壼
砕
大

に

最

一局

の

動
笛
不

底
辺
の
拡
大
と
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
は
、

よ
い
試
合
を
見
る
こ
と
か
ら
―
―
こ
ん
な

趣
旨
で

「
世
界
選
手
権
招
待
試
合
」
と
銘

打

っ
た

一
流
ブ
レ
ー
ヤ
ー
の
模
範
ゲ
ー
ム

が
、
さ
る
十

一
月
八
日
、
仙
台
市
の
官
城

県
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
で
、
華
や
か
に

行
な
わ
れ
た
。

出
場
者
は
ユ
ー
バ
ー
杯
二
連
勝
の
女
子

チ
ー
ム
か
ら
高
木
、
天
野

（東
海
女
短
大

教
員
）
高
橋

（北
辰
電
機
）
湯
木

（
日
女

体
大
）
、
今
春
、
決
戦
を
迎
え
る

ト
マ
ス

杯
メ
ン
バ
ー
か
ら
小
島

（
ヨ
ネ
ヤ
マ
）
堺

（
カ
ヮ
サ
キ
）
西
野

（自
営
）
本
間

（中

大
）
の
各
四
人
。

で
き
る
だ
け
楽
し
い
雰
囲
気
で

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
知
り
、
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
の
で
、
試
合
の
合
い
間
に
は
バ
ト
ン

ガ
ー
ル
の
演
技
、
宮
城
県
協
会
指
導
部

・

鬼
宗
利
氏
の
兄
、
宗
久
氏

（東
芝
レ
コ
ー

ド
）
の
自
作
の
歌
の
技
露
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
、
も
ち
ろ
ん
、
本
筋
の
Ｐ
Ｒ
も
お
こ

た
り
な
く
、
技
術
解
説
、
中

。
高
校
生
男

女
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
も
あ

っ
て
、
館
内

を
埋
め
た
三
千
の
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
た
。

プ

ロ
グ
ラ
ム

（
こ
の
ペ
ー
ジ
の
カ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
と
同
じ
図
柄
）

な
ど
も
、
な
か
な
か
、
こ
っ
た
も
の
で
、

選
手
の
紹
介

（く
わ
し
い
横
顔
つ
き
）
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
略
史
と
日
本
の
現
状
、
簡

単
な
ル
ー
ル
の
説
明
、
卜
杯
、　
ユ
杯
の
手

び
き
、
は
て
は
、
本
誌
創
刊
号
に
載

っ
た

「
素
顔
の
ヒ
ロ
イ
ン
・高
木
紀
子
の
こ
と
」

の
転
載
記
事
ま
で
、
い
た
れ
り
、
つ
く
せ

り
の
感
じ
。

余
談
だ
が
、
大
会
終
了
後
の
選
手
と
地

元
役
員
た
ち
の
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
グ
ン

ス
か
ら
落
語
ま
で
飛
び
出
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
親
密
感
、　
一
体
感
の
な
か
か

ら
、
本
当
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の

″
芽
″

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
運
営
に
当
た
っ
た
宮
城
県
協

会
の
中
か
ら
、
指
導
委
員
長

・
渡
部
紘

一

氏
に
苦
労
の
舞
台
裏
を
語
っ
て
も
ら
い
、

関
係
各
方
面
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
し

て
み
た
い
。☆

☆

☆

☆

日
本
協
会
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
二
年
越
し
の
も
の
で
し

た
。
昨
年
は
日
程
が
社
会
人
選
手
権
と
重

な
っ
た
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
今
年
度
は
と
い

う
こ
と
で
手
が
け
た
も
の
で
す
。

目
的
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点

を
考
え
ま
し
た
。

①
県
下
の
小
中
学
生
、　
一
般
社
会
人
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

愛
好
者
に
な
っ
て
も
ら
い

″
見
る
ス
ポ
ー

ツ
″
と
し
て
の
楽
し
さ
も
知
っ
て
も
ら
う

②
選
手
育
成
の
点
か
ら
…
最
高
レ
ベ
ル

の
グ
ー
ム
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
″、

若
い

人
に
夢
を
植
え
つ
け
た
い

③
ト
ッ
プ

。
レ
ベ
ル
の
開
発
、
技
術
の

向
上
を
は
か
り
た
い

０
競
技
発
展
の
た
め
、
協
会
役
員
の
一

層
の
団
結
、
選
手
と
の
交
流
を
は
か
る
。

こ
れ
を
、
も
う
少
し
要
約
す
る
と
指
導

委
員
長
と
し
て
の
立
ち
場
か
ら

「
マ
イ
ナ

ー

・
ス
ポ
ー
ツ
と
見
ら
れ
て
い
る
。ハ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
地
位
を
高
め
、
広
め
る
」
と
と

も
に

「
学
校
体
育
、
社
会
体
育
と
し
て
価

値
あ
る
競
技
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た

い
」
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城

県
と
い
う
地
域
で
、
ど
れ
だ
け
愛
好
者
を

集
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
冒

険
も
あ
り
ま
し
た
。

指
導
部
が
つ
く

っ
た
実
行
委
員
会
は
、

平
均
年
令
２３
歳
と
い
う
若
手
ぞ
ろ
い
に
し

ま
し
た
。
若
い
人
の
実
行
力
と
情
熱
を
期

待
し
た
か
ら
で
、結
局
、大
成
功
で
し
た
。

ま
た
後
援
を
教
育
委
員
会
、
放
送
局
、
新

聞
社
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

入
場
券
は
Ａ
席
百
円
、
Ｂ
席

（
コ
ー
ト

サ
イ
ド
）
三
百
円
で
、
各
三
千
枚
、
四
百

枚
を
発
売
、
ほ
か
に
小
中
学
生
は
無
料
招

待
し
た
。

観
客
動
員
に
つ
い
て
は
①
高
校
に
割
り

当
て
②
大
学
関
係
に
体
育
の
単
位
の
時
間

と
し
て
、
観
戦
し
て
も
ら
う
③
各
連
盟
か

ら
会
社
、
実
業
団
、　
一
般
観
客
に
配
布
割

り
当
て
④
中
学
校
は
中
体
連
を
通
じ
、
校

長
に
連
絡
⑤
県
下
各
支
部
を
通
じ
配
布
⑥

各
種
大
会
の
折
り
に
Ｐ
Ｒ
、
前
売
り
―
―

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
。

し
か
も
、
こ
れ
を
前
後
三
回
に
わ
た
っ

て
回
収
―
配
布
と
く
り
か
え
し
、
ほ
と
ん

ど
を
前
売
り
で
確
保
し
た
。
こ
の
た
め
大

学
で
五
百
枚
が
さ
ば
け
、　
コ
ー
ト
サ
イ
ド

は
当
自
分
を
含
め
、
全
部
が
売
れ
た
。

選
手
た
ち
も
全
力
を
つ
く
し
て
く
れ
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。

北
な
Ｌ
薦

か
ふ

Ｎ

Ａ

外

Ｈ

Ｉ Ｉ

製

■

Ｗ

ｓ

選手団と役員との記念撮影
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会
は
こ
の

ほ
ど
ト
マ
ス
杯
大
会
出
場
の
最
終
強

化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
八
人
の
代

表
選
手
名
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

同
国
協
会
の
ジ
ョ
ー
ジ

・
ビ
ン
セ
ン

ト
事
務
局
長
は

『
強
化
選
手
は
六
週

間
に
わ
た
っ
て
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
、　
ニ

ュ
ー

・
プ
リ
マ
ス
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
、
そ
の
後
、
来
年
四
月
に
正
式
メ

ン
バ
ー
六
人
を
選
出
す
る
予
定
だ
』

と
語
り

『
そ
の
あ
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
バ
ン
コ
ク
、
ペ
ナ
ン
で
国
際
試

合
を
重
ね
、
五
月
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
入
り
す
る
』
と
付
け
加
え
た
。

今
度
選
ば
れ
た
選
手
は
、
Ｊ

・
コ

ン
プ
ト
ン
、
Ｄ

・
ヒ
ギ
ン
ス
、
Ｍ
・

ス
ト
セ
ル

（以
上
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
出

身
）
、
Ｒ

・
パ
ー
ザ
ー
、
Ｂ
・
。ハ
ー
ザ

ー
の
兄
弟
（以
上
タ
ラ
ナ
キ
出
身
）
、

Ｊ

ｏ
ロ
ー
、
Ｗ

ｏ
ジ
ョ
ン
ズ

（以
上

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
出
身
）
と
Ｇ

・
ミ
ラ

ー

（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
出
身
）
の
八
人

で
す
。
同
国
は
、
豪
亜
ゾ
ー
ン
で
豪
州
を

破
り
、
そ
し
て
こ
と
し
九
月
．
ク
リ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
行
な
わ
れ
た
、
対

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
に
７
１
２
で
快
勝

し
、
ゾ
ー
ン
代
表
権
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

Ｊ

ｏ
ロ
ー
、
Ｇ

・
ミ
ラ
ー
の
二
人
だ

け
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
に
出
場
し
て

い
な
い
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
の
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
ス
ベ
ン
・
プ
リ

（デ

ン
マ
ー
ク
）
が
ポ
ー
ル
・
ウ
エ
ト
ナ

ー
ル

（英
国
）
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
破

り
、
選
手
権
を
獲
得
し
た
。

プ
リ
は
若
冠
二
十
三
歳
、
そ
し
て

世
界
で
も
屈
指
の
ト
ッ
プ

・
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
、
こ
の
日
は
持
ち
味
の
粘
り

を
十
分
に
発
揮
し
て
勝

っ
た
。

試
合
は
ニ
ゲ
ー
ム
と
も
ウ
ェ
ト
ナ

ー
ル
が
先
行
、
プ
リ
が
追
い
上
げ
る

と
い
う
、
ス
リ
ル
豊
か
な
激
戦
だ

っ

た
。
第

一
ゲ
ー
ム
は
７
１
１０
と
ウ
ェ

ト
ナ
ー
ル
が
取
り
、
だ
れ
の
日
か
ら

見
て
も
ウ
ェ
ト
ナ
ー
ル
の
優
勢
、
そ

の
ま
ま
第

一
ゲ
ー
ム
を
終
る
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
土
壇
場
に
立

っ
た
プ
リ

は
粘
り
に
粘
り
、
着
実
に
ポ
イ
ン
ト

を
あ
げ
た
。
第
ニ
ゲ
ー
ム
も
ま
た
６

１
１１
の
ピ
ン
チ
。
そ
し
て
こ
の
危
機

も
気
力
で
ウ
ェ
ト
ナ
ー
ル
を
圧
倒
し

て
勝

っ
た
。
こ
の
試
合
で
の
プ
リ
は

精
神
的
な
強
さ
は
も
と
よ
り
、
技
術

的
に
も
機
械
の
よ
う
に
よ
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
た
絶
妙
な
ド
ロ
ッ
プ

・

シ
ョ
ッ
ト
、
正
確
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
、

こ
れ
ま
で
の
彼
女
を
知

っ
て
い
る
人

か
ら

『
あ
れ
が
″
』
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
別
人
の
よ
う
な
プ
ン
ー
だ

つ
た
。

こ
の
試
合
時
間
は
四
十
八
分
間
と

比
較
的
短
時
間
だ

っ
た
も
の
の
、
そ

の
内
容
は
観
客
を
魅
せ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
密
度
の
濃
い
も
の
だ

っ
た
。

（共
同
通
信

・
竹
市
行
男
）

◇ ニュージーランドも ◇

◇ 選手強化に急ピッチ ◇

ロ
ン
ド
ン
・
オ
ー
プ
ン
選
手
権

十

一
月
二
十
九
日
、　
ロ
ン
ド
ン
で
　
開
か
れ
た
ロ
ン
ド
ン
。
オ
ー
プ
ン
・

プ

リ
３

，

）
が
逆

転

優

勝

the lrqhr hrnoro nncktrs
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答
　
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
き

ま
し
た
ね
。
競
技
規
則
と
し
て
は
、

ネ
ッ
ト
の
真
下
に
は
ラ
イ
ン
は
い
ら

な
い
の
で
す
が
、
審
判
を
し
や
す
い

よ
う
に
便
宜
上
描
い
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

足
な
ど
が
相
手
の
コ
ー
ト
に
出
た
場

合
の
フ
ォ
ル
ト
を
と
り
や
す
く
す
る

た
め
で
し
ょ
う
。

間
１３
　
「
バ
ツ
ク
・
バ
ゥ
ン
ダ
リ

ー
・
ラ
イ
ン
」
は
長
く
て
い
い
に
く

い
の
で
す
が
、
サ
イ
ド

・
ラ
イ
ン
と

同
じ
に

「
バ
ッ
ク

ニ
フ
イ
ン
」
で
は

い
け
な
い
の
で
す
か
。

答
　

バ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
と
い
い
ま

す
と
ダ
ブ
ル
ス
の
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ

ス
・
ラ
イ
ン
の
こ
と
を
指
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
バ
ッ
ク
・
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー

・
ラ
イ
ン
だ
け
を
指
す

際
に
は
エ
ン
ド

・
ラ
イ
ン
と
か
ベ
ー

欠
口
　
こ
れ
は
特
定
の
ラ
イ
ン
の
名

称
で
は
な
く
、
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

・
ラ

イ
ン
の
和
訳
で
す
。
例
え
ば
、
シ
ン

グ

ル
ス

・
コ
ー
ト
の
バ
ウ
ン
グ
リ
ー

・
ラ
イ
ン
と
い
え
ば
、
シ
ン
グ

ル
ス
・

コ
ー
ト
の

一
番
外
側
の
ラ
イ
ン

（
バ

ッ
ク

・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

・
ラ
イ
ン
と

サ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
）
の
こ
と
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス

・
コ
ー
ト
の
バ
ウ
ン
グ
リ

ー

・
ラ
イ
ン
と
い
え
ば
、
サ
イ
ド

・

ラ
イ
ン
と
セ
ン
タ
ー

・
ラ
イ
ン
、
そ

れ
に
ロ
ン
グ
と
シ
ョ
ー
ト
の
両
サ
ー

ビ
ス

・
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
問
１５
　
エ
ン
ド
と
か
ア
レ
ー
と
か

い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

客
ロ
　
エ
ン
ド
と
は
ネ

ッ
ト
を
境
に

し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
か
の
区
域
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

つ
ま
リ

コ
ー
ト
の

半
分
で
す
ね
。
そ
の
う
ち
、
ネ

ッ
ト

寄
り
の
部
分
を

フ
ォ
ア

・
コ
ー
ト
、

ネ

ッ
ト
か
ら
遠
い
部
分
を
バ

ッ
ク

・

コ
ー
ト
、
ネ

ッ
ト
に
向

っ
て
右
半
分

が
ラ
イ
ト

・
コ
ー
ト
、
左
が
ン
フ
ト

・
コ
ー
ト
で
す
。
そ
し
て
、
各

エ
ン

ド
の
中
央
部
が
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ッ
ド

・

コ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ー
と
い
う
の
は
、
ダ
ブ
ル
ス

の
サ
イ
ド

・
ラ
イ
ン
と
シ
ン
グ

ル
ス

の
サ
イ
ド

・
ラ
イ
ン
に
挟
ま
れ
た
細

長
い
区
域
で
す
。
ダ
ブ
ル
ス
の
ロ
ン

グ

・
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
イ
ン
と
シ
ン
グ

ル
ス
の
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
イ

ン

（
バ

ッ
ク

・
バ
ウ
ン
グ
リ
ー

・
ラ

イ
ン
の
こ
と
で
す
ね
）
と
の
間
の
ア

レ
ー
を
バ

ッ
ク

・
ア
レ
ー
と
い
い
ま

す
。
前
者
は
幅
４
６
セ
ン
チ
、
後
者

は
７
６
セ
ン
チ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。

問
１６
　
ラ
イ
ン
の
色
は
自
で
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
。

答
　
自
で
な
く
て
も
、　
ハ
ッ
キ
リ

し
て

い
れ
ば

よ
い

の
で
す
。　
地
面

（床
）
の
色
や
、
他
の
競
技
の
た
め

に
描
い
た
ラ
イ
ン
と
区
別
し
て
明
瞭

に
わ
か
れ
ば
、
何
の
色
で
も
結
構
で

す
。よ
く
、
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
ま
で
ラ
イ

ン
を
描
く
と
他
の
競
技
を
す
る
と
き

に
わ
か
り
に
く
く
な
る
か
ら
な
ど
と

い
っ
て
、　
コ
ー
ナ
ー
に
小
さ
く
印
を

つ
け
る
こ
と
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
た
と

え
数
多
く
の
ラ
イ
ン
が
描
い
て
あ

っ

て
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ボ
ー
ル
を
持

っ
て
構
え
れ
ば
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ラ

イ
ン
だ
け
し
か
目
に
入
ら
な
い
よ
う

で
な
く
て
は
恥
ず
か
し
い
で
す
ね
。

ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
て
シ
ャ
ト
ル
を

追

っ
て
い
る
と
き
に
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
ラ
イ
ン
し
か
目
に
入
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

ま
す
。
た
だ
、
ラ
イ
ン
の
色
は
競
技

ご
と
に
別
に
し
て
お
い
た
方
が
よ
い

で
し
ま
つ
。

体
育
館
の
本
当
の
美
し
さ
と
い
う

も
の
は
、た
だ
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
、

ビ
カ
ピ
カ
光

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
沢
山
の
ラ
イ
ン
が

描
か
れ
、
入
り
替
わ
り
立
ち
替
わ
り

多
く
の
生
徒
が
思
う
存
分
に
活
躍
し

て
い
る
光
景
こ
そ
、
真
の
体
育
館
の

美
し
さ
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

し
か
し
許
さ
れ
る
ま
で
は
、
練
習

の
た
び
に
、
み
ん
な
の
力
を
あ
わ
せ

て
ラ
イ
ン
を
描
き
、
練
習
が
終

っ
た

ら
、
ラ
イ
ン
を
消
し
て
、
き
れ
い
に

掃
除
す
る
こ
と
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
大
切
な
修
練
で
す
。

３
．

ポ

ス
ト

と

ネ

ッ
ト

（規
則
第
２
、
３
条
）

間
１７
　
ポ
ス
ト
と
い
っ
た
ら
ポ
ー

ル
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
。

答
　
そ
う
で
す
。
ポ
ー
ル
と
い
っ

て
も
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
し
か
し
、
英
語
で
ポ
ー
ル
と
い

う
と
意
味
の
範
囲
が
狭
い
の
で
す
。

と
に
か
く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、

ネ
ッ
ト
を
張
る
と
こ
ろ
を
ポ
ス
ト
と

呼
ぶ
の
で
す
。
ポ
ス
ト
と
い
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
あ
わ
て
て
手
紙
な
ど

を
放
り
こ
も
う
と
し
な
い
で
下
さ
い

ね
。問

１８
　
ポ
ス
ト
を
サ
イ
ド

・
ラ
イ

ン
の
上
に
立
て
る
と
き
は
、
ポ
ス
ト

の
中
心
を
ラ
イ
ン
の
中
心
に
合
わ
せ

る
の
で
す
か
。

答
　
い
さ
さ
か
細
か
い
話
に
な
り

ま
す
が
、
正
確
に
い
え
ば
、
ポ
ス
ト

の
外
側
を
ラ
イ
ン
の
外
側
に
合
わ
せ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ポ
ス
ト
の

直
径
が
ラ
イ
ン
幅

（
３
・８
セ
ン
チ
）

と
同
じ
な
ら

一
番
簡
単
で
す
ね
。
大

切
な
こ
と
は
、
垂
直
に
、
し
っ
か
り

と
立
て
る
こ
と
で
す
。
最
近

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
普
及
し
て
来
て
、
多
く
の

新
ら
し
い
体
育
館
で
は
、
設
計
の
と

き
か
ら
床
に
受
穴
を
用
意
し
、
た
だ

ポ
ー
ル
を
真
直
ぐ
さ
し
こ
む
だ
け
で

よ
い
便
利
な
も
の
が
珍
ら
し
く
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
何
年
も
た
つ
う
ち

に
、
ポ
ー
ル
が
だ
ん
だ
ん
内
側

へ
、

湾
曲
し
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

２．
コ
‐
卜
（続
）

ス
・
ラ
イ
ン
と
略
称
し
た
方
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

問
１２
　
国
際
試
合
の
写
真
な
ど
を
　
　
問
１４
　
第
１４
条
第
５
項
に
境
界
線

見
ま
す
と
、
ネ
ッ
ト
の
真
下
に
細
め
　
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
第
１

の
ラ
イ
ン
が
描
い
て
あ
る
の
に
、
競
　
条
の
コ
ー
ト
の
図
に
は
書
い
て
あ
り

技
規
則
書
の
図
に
は
出
て
い
な
い
の
　
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ど
の
ラ
イ
ン
で
す

は
ど
う
し
て
で
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
か
。

早

わ

か
り
競
技

規

則

―
ル
００
問
？

③
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組

織

加

入

が

先

決

勤

労
女
性

の
技

術
向

上

質
問
　
来
年
の
岩
手
国
体
に
備
え
　
３
、
ス
ピ
ー
ド
に
変
化
を
与
え
て
…

て
県
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
レ
ベ
ル
　
・‥
相
手
の
ミ
ス
を
誘
発
す
る
ゲ
ー
ム

・
ア
ッ
プ
に
懸
命
で
す
が
、
私
た
ち
　
で
、
シ
ン
グ
ル
ス
は

の
技
術
、
精
神
面
の
強
化
、
今
後
の
　
　
相
手
を
コ
ー
ト
の
四
隅
に

（ボ
デ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
方
向
な
ど
に
つ
い
　

―
を
ふ
く
め
れ
ば
五
隅
）
に
ゆ
す
ぶ

て
指
導
下
さ
い
。

（盛
岡
市

・
佐
藤
　
り
、
ダ
ブ
ル
ス
は
そ
れ
に
加
え
て

幸
子
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
な
る
べ
く
相
手
方
は
上
向
き
に

答
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
け
で
な
く
　
ン」
ち
ら
は
下
向
き
に
打
つ
よ
う
な
体

国
民
体
育
大
会
に
該
種
目
が
含
ま
れ
　
勢
を
ね
ら
い

て
い
て
、
全
国
的
競
技
が
行
な
わ
れ
　
２
、
ネ
ッ
ト
近
く
に
浮
い
た

バ
ー
ド

る
こ
と
で
、
開
催
県
の
レ
ベ
ル
・
ア
　
を
う
ま
く
と
ら
え

ッ
プ
に
非
常
な
貢
献
が
な
さ
れ
る
こ
　
３
、
ミ
ド
ル
や
ボ
デ
ー
を
ね
ら
う
ゲ

と
は
否
定
で
き
せ
ん
。
多
少
の
無
理
　
―
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
強
行
は
必
然
的
に
あ
る
と
し
て
も
　
　
そ
の
た
め
に
は

県
民
を
あ
げ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
の
波

　
コ
ー
ト
上
の
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ

に
乗

っ
て
努
力
す
る
こ
と
自
体
、
そ
　
に
で
も
、
ど
ん
な
ス
ト
ロ
ー
ク
で
も

れ
な
り
に
充
分
の
意
義
が
あ
り
、
今
　
打
て
る
体
力
、
技
術
を
持
つ
こ
と
が

迄
、
相
当
成
果
を
あ
げ
て
い
る
事
実
　
理
想
で
す
。
そ
の
上
に
複
雑
な
掛
け

を
卒
直
に
認
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　
引
き
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

国
体
成
功
の
要
因
の
第

一
に
「
和
」
　

ま
こ
と
に
陳
腐
な
こ
と
で
す
が
、

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　
　
こ
の
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
が
、
何
と

県
全
体
の
和
、
県
協
会
内
の
和
、　
　
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
と

県
と
開
催
市
町
村
と
の
和
、
プ
レ
ー
　
な
げ
く
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。

ヤ
ー
同
志
の
和
、
選
手
と
役
員
と
の
　
　
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
無
駄

和
、
事
務
局
内
の
和
、
他
…
…
　
　
　
の
な
い
練
習
を
つ
づ
け
て
下
さ
い
。

さ
て
個
人
的
な
技
術
面
、
精
神
面
　
岩
手
国
体
に
お
け
る
好
成
績
を
心
か

の
ア
ド

バ
イ
ス
で
す
が
、　
一
般
論
で
　
ら
祈
り
ま
す
。

お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
は

１
、
前
後
左
右
上
下
に
相
手
を
揺
ぶ

質
問
　
勤
め
て
い
る
女
性
が

バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
む
方
法
、
勤
め
な

が
ら
技
術
の
向
上
を
望
む
場
合
、
自

宅
で
で
も
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ま
た
、
技
術
向
上
を
望
む
の
は
可
能

2  り

相
手
の
体
を
ね
ら
い

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ご
教
示
下
さ

い
。
　

（京
都
市

・
北
村
真
木
子
）

答
　
先
ず
近
く
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
同
好
会
か
、
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る

こ
と
で
す
。
県
協
会
を
通
じ
て
日
本

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
加
盟
登
録
さ

れ
る
な
ら
ば
そ
れ
が

一
番
賢
明
な
方

法
で
し
ま
，
。

練
習
場
や
相
手
、
用
具
な
ど
を
孤

立
し
て
求
め
る
こ
と
は
不
利
で
す
。

適
当
の
相
手
、
練
習
の
場
を
見
つ
け

る
こ
と
が
先
決
だ
か
ら
で
す
。

次
に
練
習
不
充
分
で
も
近
く
の
大

会
に
出
場
し
た
り
、
観
戦
に
で
か
け

て
下
さ
い
。

県
や
市
町
村
に
指
導
関
係
の
方
が

必
ず
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、

機
を
見
て
直
接
に
お
話
し
を
お
き
き

下
さ
い
。

自
宅
で
す
る
こ
と
の
で
き
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
等
の

方
々
か
ら
、
き

っ
と
よ
い
方
法
が
き

か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、
本
誌
第
二
号
、
第
二
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る

″
百
万
人
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
″
の
中
の
、
遠
井
先
生
の
高

校
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
か
ら
、

こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う

も
の
を
選
ん
で
、
少
し
づ
つ
で
も
毎

日
実
行
し
て
下
さ
い
。

′
―

イ 優 場
で
は
楽
し

一一
ュ
　
　
　
　
‐
‐
‐
、
‘、
　
　
　
　
勝
者
を
か
く
。
開
会
・

‐ｌ
モ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
む
ダ
ン
式
な
ん
か
、

パ

ド

　

　

　

ド

ま

　

　

　

ン
な
ん
な

、

ミ

ン
ト

　

‐

え
チ
ツ
ク
じ
じ
め
く
く
ス
．
パ
‐
テ

ン
ヘ
ザ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
な
い
」。
れ
ば
、　
ロ

う
ら
方
に
、

に
、
提
案
来
年
か
ら

「協
会
の
一
　
　
　
３２

してみよでもゃる轟
ヤ
（

つヽ
か
」

全
日
本
総
合
選
手
権
の
初
日
、
ベ

テ
ラ
ン
高
木
紀
子
選
手
が
、　
ヮ
ン
ピ

―
ス
の
〓
一
フ
ォ
ー
ム
こ

―
ト
ヘ　
　
新
人
戦
も

″
お
花
畑
″

出
て
き
た
。
見
な
れ
た
？
人
に
と

っ

さ
て
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
、
名
案
に

な
る
か
、
迷
案
で
ポ
シ
ャ
る
か
。

「
今
の
は
○
○
の
タ
マ
だ
ぞ
」

「
ハ
イ
ッ
」

「
も
っ
と
足
を
使
わ
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
／
」

「
ハ
イ
ッ
」

関
東
学
生
新
人
戦
で
の
ひ
と
コ
マ

男
子
の
激
励
に
、
素
直
に
「
ハ
イ
ッ
」

を
く
り
か
え
す
女
子
選
手
。

こ
の
大
会
は
大
学

一
、
二
年
だ
け

が
出
場
。
Ａ
、
Ｂ
両
プ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、
Ａ
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
、
Ｂ
は
大

学
に
は
い
っ
て
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

っ
た
初
心
者
ク
ラ
ス
。

そ
れ
だ
け
に
、
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
と
も

な
る
と
、
日
ご
ろ
見
な
れ
た
プ
レ
ー

か
ら
は
ほ
ど
遠
い
珍
技
や
シ
ー
ン
が

続
出
、
カ
ゥ
ン
ト
、　
コ
ー
ト
を
間
違

え
る
の
は
た
び
た
び
。

と
こ
ろ
で
、
さ
て
返
事
の
主
は
と

見
る
と
、　
コ
ー
ト
内
は
パ
ッ
と
花
が

咲
い
た
よ
う
。

タ
ー
ト
ル
・
シ
ャ
ツ
に
ハ
イ
ソ
ッ

ク
ス
、
紺
の
力
上
ア
ィ
ガ
ン
に
ピ
ン

ク
の
ブ
ラ
ウ
ス
…
銀
座
の
街
角
？
と

錯
角
を
お
こ
し
そ
う
な
…
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
は
、
弱
い

選
手
か
ら
起
こ
る
″

（失
礼
）

て
は
な
ん
で
も
な
い
が
、
初
め
て
の

観
客
も
い
た
と
み
え

「
あ
―
ら
、　
ヘ

ン
よ
ね
え
―
」

そ
こ
で
、
販
材
に
来
て
い
た
報
道

陣
と
、
女
子
選
手
た
ち
の
間
で
、
た

ち
ま
ち
、
ス
ポ
ー
ッ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
楽
し
い
論
議
が
持
ち

上
が

っ
た
。

「
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン

（全
英
選
手

権
）
の
テ
ニ
ス
の
と
き
な
ん
て
い
う

の
は
、
大
変
な
も
ん
だ
よ
。
デ
ィ
オ

ー
ル
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
有
名
選
手
は

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

持

っ
て
い
て
、
個
性
を
生
か
し
た
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
出
て
く
る
。
す
ご
い

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ウ
だ
よ
」

「
そ
う
よ
ね
、
私
た
ち
も
、
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
、
す
て
き
な
の
を
着

て
み
た
い
わ
ぁ
」

「
開
会
式
の
と
き
、
パ
ー
テ
ィ
を

や
る
ん
だ
か
ら
、
参
加
女
子
選
手
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ウ
も
い
っ
し

ょ
に
や

っ
た
ら
ど
う
だ
い
」

「
い
い
わ
ね
、　
コ
ー
ト
の
中
で
は

あ
く
ま
で
も
厳
し
く
、
そ
れ
以
外
の
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東
京
都
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高
校
の
部

（
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月
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、
３
日
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ユ島

区
立
体
育
館
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階
堂
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館
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ル
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２（・８．５日
・６３）０
（佐九段
当

▼
三
位
決
定
戦

佐一　　”町２（・５．５‐‐
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日
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ブ
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６．２）０獅̈
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日
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ケ
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（麻
布
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▼
三
位
決
定
戦

Ｖ
男
子
二
部
《

▼
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

卦
九
段
糀
２
（
・５．５
日
・２９
）
０

（
田
志
村
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（佐れギ
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▼
三
位
決
定
戦
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２（・５．８日
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▼
決
　
勝

佐一々
エハ２（・５．５‐‐
・７）０
ノ‐、一　　一篠

▼
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

耕
　
　
口２（・５．５‐‐
３２）０断
　　
鴻

（小
石
川
）
　

　

　

　

　

（杉
工
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鵬一　　一卿２（・５．５日
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（杉
工
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石
川
）

▼
三
位
決
定
戦
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２（・５．５日
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　　囲

▼
決
　
勝

飾
一　
　
口
２
（
・５．５
日
Ｈ
）
０
鵬
一　
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Ｖ
女
子

一
部
《

▼
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

鋼
屠
卦
ム
・・・．日
じ
０鮮
女嶽

熾桐朋却
２（Ш日
７５）０釧
一階』切

▼
三
位
決
定
戦

菅
　　
原
２（・１１２日
６．．）０
川
　　
村

▼
決
　
勝
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▼
三
位
決
定
戦

甲
　
　
田
２
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‐―‐
・０・・・
一
．
山
　
　
本

▼
決
　
勝

▼
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

（
島山
南
葛
泌
２
（
・５．５
日
・３．２
）
０
飾
木
女
鑽

（
志大
菊
華
瑚
２
一・５．５．．
‐‐‐
５７．５
一
・

（
三大
常
磐
柳

▼
三
位
決
定
戦

球
　　凧
２
一・５．２．５‐‐‐
・０・５．０一１濡
　　嬬

▼
決
　
勝

帥
　　隣
２
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・５．５．０一１隷
　　柵

■
全
日
本
学
生
選
手
権

（
■
月
■
１
１７
日
、
横
浜
）

池

田
2

111110
111
7812
1

大

垣

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
四
回
戦
　
本
間

（中
大
）
２
１

０
中
村

（法
大
）

笠
井

（法
大
）

２
１
０
落
合

（関
東
学
）

牧
野
（日

大
）
２
１
０
岩
田

（近
大
）

池
田

（法
大
）
２
１
〇
二
上

（
早
大
）

寺
前
（立
大
）
２
１
０
樋
口
（法
大
）

竹
原
（近
大
）
２
１
０
足
立
（関
学
）

岩
下
（中
大
）
２
１
０
山
口
（近
大
）

平
井
（慶
大
）
２
１
０
木
戸
（日
体
）

栂
野
尾

（法
大
）
２
１
０
樋
谷

（中

大
）
　

河
田

（名
商
大
）
２
１
０
藤

永

（法
大
）
　

」迅
藤

（
日
大
）
２
１

０
鷲
尾

（中
大
）

森

（法
大
）
２

１
０
菅
沼

（明
大
）

今
泉
（中
大
）

２
１
１
草
島

（法
大
）

杉
本

（
早

大
）
２
１
０
木
村

（
日
大
）
　

谷
口

（立
大
）
２
１
０
我
妻

（法
大
）

杉
山

（
日
大
）
２
１
０
山
崎

（関
東

学
）▼
五
回
戦

（
本
中
大
Ⅷ
２
（
・５．５
日
３７
）
０

（
笠
法
大

，

（
池
法
大
判
２
一・５．５．
‐―‐
８８．５
一
・

（
牧
日
大
珊

（
寺
立
大
『
２
一・５．５８
‐‐―
・９．５
一
・

（
竹
近
大
潮

（
岩
中
大
「
２
一・５．５５
‐‐１
２８．５
一
・

（
平
慶
大
科

（栂饂ポ報２一・５．５４‐‐１８７．５一・卿徊商輸

木ダ
法
大
）
２
（
‐５．５
日
９９
）
Ｏ
ｔ一
日
十
鍵
鷹

▼
準
決
勝

尾尾

▼
決
　
勝

，不　
　
間
２（・５．５日
９．０）０杏′　
　
泉

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
三
回
戦
　
栂
野
尾

・
児
島

（法

大
）
２
１
０
田
中

・
森
田

（
日
体
）

大
森

・
二
上

（早
大
）
２
１
０
山
並

・
安
斉

（東
北
学
）

杉
山

・
牧
野

（
日
大
）
２
１
０
樋
谷

・
相
川

（中

大
）
　

瀬
戸

・
高
橋

（立
大
）
２
１

０
小
林

。
阪
本

（関
西
大
）

宮
西

・
池
本

（近
大
）
２
１
０
高
橋

・
小

島

（明
大
）

杉
本

・
及
川
（早
大
）

２
１
０
赤
塚

・
平
山

（
日
大
）
　

本
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艤一　
［国２（・５．５‐‐
５７）０訴

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
三
回
戦
　
湯
木

（
日
女
体
）
２

１
０
永
井

（東
女
体
）

一尚
橋

（青

学
大
）
２
１
１
保
坂

（
日
女
体
）

柿
本
（活
水
）
２
１
０
戸
崎
（日
体
）

松
本

（青
学
大
）
２
１
０
影
山

（杉

野
）

浦
口

（
日
女
体
）
２
１
０
広

沢

（
日
体
大
）

池
田

（東
大
阪
）

２
１
１
池
尻

（
日
女
体
）

小
片
（日

体
）
２
１
０
宮
本

（
日
女
体
）
　

相

沢

（新
青
陵
）
棄
権
　
光
中

（東
女

体
）
　

竹
中

（新
青
陵
）
２
１
０
中

村

（
日
体
大
）
篠
山

（東
大
阪
）
棄

権
　
藤
井

（東
女
体
）

堀
川

（
日

体
大
）
２
１
０
岩
田

（大
障
）

谷

沢

（
日
女
体
）
２
１
０
小
山

（青
学

大
）

高
坂
（青
学
大
）
２
１
０
横
田

（日
女
体
）

大
塚

（
日
女
体
）
２
１

０
加
藤
節

（官
城
学
）

石
崎
（日
体

大
）
２
１
０
森
田

（武
庫
川
）

本
間

（日
女
体
２
１
０
伊
藤
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３
１
０

▼
二
回
戦

大

東

大

　

３
１
０

成
膜
大
Ａ
　

３
１
０

早
稲
田
大

　

３
１
０

明

治

大

三日
学

大

専

修

大

成

城

大

成
践
大
Ｂ

都

立

大

電

気

大

立

教

大

国
士
館
大



Ｔ
Ｐ
ド
Ｆ店

ロ

マ
レ
ー
シ
ア

９
舌
を
招
待

〃

″

″

″

″

長
崎
臨
時
総
会

昭 和 43年 度 会 員 登 録
(43.4, L-44.3.3L

〃

″

″

″

〃

回
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
国
体

臨
時
総
会
（１０
・２５

長ヽ
崎
県
諌
早
市
）

森
友
副
会
長
を
議
長
に
選
出
、
報

告
事
項
に
移
る

【
理
事
長
報
告
】
川
端
理
事
長
か
ら

左
記
に
報
告

①
第
５９
回
全
英
選
手
権
大
会
視
察

②
国
体
委
員
会

③
競
技
力
向
上
委
員
会

④
ア
ジ
ア
競
技
委
員
会

⑤
日
韓
高
校
交
歓
競
技
会

⑥
第
１８
回
全
国
青
年
大
会

国
体
に
つ
い
て
…
長
崎
大
会
で
初
め

て
コ
ー
ト
マ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
鹿

児
島
国
体

（
４７
年
）
の
体
育
館
は
申

し
分
な
い
が
、
照
明
の
点
で
、
ち
ょ

っ
と
難
点
が
あ
る
。
な
お
鹿
児
島
国

体
の
こ
ろ
か
ら
国
体
参
加
人
員
が
三

七
六
人
と
な
る
予
定
。
現
在
の
ヮ
ク

は
三
四
四
人
。

競
技
力
関
係
に
つ
い
て
…
補
助
金
が

小
額

（
２０
万
円
強
）
だ
が
ふ
え
た
。

こ
れ
は
ユ
杯
の
成
功
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

【
専
間
部
報
告
】

①
４４
年
度
全
日
本
総
合

（相
場
常

務
理
事
）
②
４５
年
度
用
具
検
定
な
ら

び
に
審
査
↓
第
３
号

「
告
知
板
」
参

照

（松
本
常
務
理
事
）
③
第
８
回
ト

マ
ス
杯
男
子
世
界
選
手
権
ア
ジ
ア
予

選

（小
宮
副
理
事
長
）
④
第
５
回
ュ

ー
．ハ
ー
杯
女
子
世
界
選
手
権

（森
友

副
会
長
）
⑤
４３
年
度
会
計
報
告

（並

木
理
事
）
↓
以
上
、
称
略

【
審
議
事
項
】

①

マ
レ
ー
シ
ア
・
ト
マ
ス
杯
チ
ー

ム
の
招
待
に
つ
い
て
＝
本
部
提
案
ど

お
り
承
認
。
４５
年
１
月
に
男
子
４
人

を
招
待
、
競
技
会
を
東
京
で
開
催
。

②
本
誌
発
行
の
件
に
つ
い
て
＝
販

材
、
運
営
経
費
別
で
、
各
号
、
有
代

部
数
最
低
二
千
で
、
収
支
と
ん
と
ん

と
な
る
。
但
し
販
売
、
配
布
方
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
い
っ
そ
う
の
研

究
サ
必
要
で
あ
り
、
販
売
を
ふ
く
め

全
協
会
員
の
協
力
が
な
け
れ
ば
将
来

の
発
展
は
な
い
。
以
上
、
各
地
方
支

部
の
全
面
協
力
を
前
提
に
、
発
行
に

つ
い
て
の
賛
同
あ
り
。

③
専
問
委
員
会
規
定

一
部
改
正
の

件
＝
理
事
会
承
認
を
了
承
。

④
大
会
運
営
規
定
改
定
＝
承
認
。

⑤
国
際
交
流
資
金
の
増
収
を
計
り

た
い
と
の
財
務
委
要
望
＝
承
認
。

⑥
審
判
員
の
ジ
ャ
ッ
ジ
の
さ
い
の

ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
図
解
に
つ
い
て
＝

一

月
総
会
ま
で
に
、
審
判
員
心
得
の
中

に
示
す
と
い
う
こ
と
で
承
認
。

⑦
高
校
総
体
参
加
選
手
か
ら
国
際

交
流
資
金
を
徴
集
す
る
こ
と
の
と
り

や
め
に
つ
い
て
＝
理
事
会
に
付
託
、

一
月
総
会
で
討
議
し
直
す
。

③
高
校
総
体
に
地
元
プ
ロ
ッ
ク
か

ら
参
加
チ
ー
ム
を
ふ
や
す
件
に
つ
い

て
＝
松
本
担
当
理
事
を
通
じ
て
結
果

を
報
告
す
る
。

③
国
体
予
選
に
地
方
大
会
の
中
心

と
し
て
権
威
を
持
た
す
＝
賛
成
。

⑩
高
体
連
関
係
理
事
に
つ
い
て
＝

高
体
連
常
任
委
員
の
中
か
ら
三
、
四

人
を
日
本

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
常

務
理
事
ま
た
は
理
事
と
し
、
こ
れ
を

高
体
連
担
当
常
務
理
事
と
す
る
件
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
で
検
討
の
上
、

一
月
総
会
で
討
議
し
ま
す
。

①
外
国
派
遣
資
金
の
撤
康
と
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
＝
増
額
に
つ
い

て
は
研
究
し
直
す
。

そ
の
他
、
本
誌

「
出
版
局
」
に
つ

い
て
＝
発
行
事
業
の
た
め
に
日
本
協

会
の
規
約
を

一
部
改
訂
。

６ ８

６．

６ ０

２ ７

０ ４

６ ６

９ ５

４ ６

５ ８

９ ４

９ ２

８ ０

０ ３

０ ０

５ ２

４ ５

・
６ ０

１ ０

４ ６

０ ０

・

道
森
田
手
城
形
島
玉
城
馬
木
葉
梨
京
川
潟
野
山
川
井
岡
知
阜

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈

岩
官
山
福
埼
茨
群
栃
千
山
東
神
新
長
富
石
福
静
愛
岐
三

７

６

０

２

０

５

２

２

８

２

５

４

９

５

１

８

３

１

３

２

２

４

２

３

都
庫
阪
良
山
賀
山
取
島
根
口
川
媛
知
島
岡
賀
崎
分
本
島
崎

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

兵
大
奈
和
滋
岡
鳥
広
島
山
香
愛
高
徳
福
佐
長
大
熊
鹿
官
沖

２

９

２

１

４

７

５

０

７

４

４

１
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４

７

４
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４
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４
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７
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０

０

０

６
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０

５

０

４

２

５

２

７

０

８

３

０

０

５

２

５

３

５

４

０

０

６

２

５

４

６

２

４

１

８

５

０

０

４

８

６

２

３

６

４

５

３

３

３

４
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∧
表
紙
∨

本
間
順
次

↑
杢
５

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
界
で
は
、
い

わ
ば

″
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
″
型
の
エ
リ

高
校
の
名
門
、
新
潟
商
時
代
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
単
複
に
ま
ず
優
勝
。

一
昨
年
、
東
京
で
開
か
れ
た
国
際
学

生
選
手
権
で
は
、　
一
年
生
で
主
将
を

つ
と
め
、
ダ
ブ
ル
ス

（
パ
ー
ト
ナ
ー

今
泉
）
に
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
も

い
ま
や
、
世
界
の
一
、
二
を
争
う
名

手
、
タ
ン
・
ア
イ
ク

・
モ
ン

（
マ
レ

ー
シ
ア
）
と
決
勝
を
争

っ
た
。

全
日
本
学
生
に
は
今
回
で
二
連
勝

し
た
し
、
海
外
遠
征
も

マ
レ
ー
シ
ア

招
待
、
今
回
の
卜
杯
対
香
港
戦
を
経

験
。
二
十
歳
を
越
し
た
ば
か
り
だ
が

い
ま
や
ホ
ー
プ
と
い
う
よ
り
、
日
本

に
と
っ
て

″
第
二
の
エ
ー
ス
″。

数
少
な
い
サ
ウ
ス
ポ
ー
の
一
人
。

や
や
鋭
さ
と
パ
ワ
ー
フ
ル
な
点
に
は

欠
け
る
が
、　
フ
ォ
ー
ム
は
理
想
的
で

美
し
く
、
試
合
ぶ
り
も
ス
マ
ー
ト
だ

と
の
評
判
が
高
い
。

人
と
の
応
待
、
受
け
こ
た
え
な
ど

で
も

「
い
ま
ど
き
め
ず
ら
し
く
、
礼

儀
正
し
い
」
と
の
こ
と
。

一
七
四
つ
の
身
長
、　
ハ
ン
サ
ム
な

青
年
だ
け
に
フ
ァ
ン
も
多
く
、
女
子

高
校
生
な
ど
の
間
で
は
″
ア
イ
ド
ル
″

的
な
存
在
と
も
聞
く
。

「
あ
ま
り
に
も
優
等
生
」
と
い
う

評
も
、
彼
自
身
の
人
生
経
験
が
増
せ

ば
吹

っ
と
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

☆
　
☆
　
☆
　
☆

読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

歓
迎
し
ま
す
。

原
稿
の
長
さ
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
編
集
の
つ
ご
う
上
、　
一
部
を

書
き
直
し
た
り
、
割
愛
し
た
り
、
何

回
か
に
分
け
て
掲
載
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
下
さ
い
。

こ
の
雑
誌
が
読
者
す
べ
て
の
参
加

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
よ
う
、

ご
協
力
と
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
も
な
テ
ー
マ
は

①
質
問
箱
＝
主
と
し
て
技
術
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
関
係
の
質
問
。
ま
た
は

こ
れ
に
対
す
る
批
判
、
反
論
な
ど

②
お
便
り
＝
み
な
さ
ん
の
町
や
村

学
校
、
チ
ー
ム
、
協
会
、
連
盟
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
、　
ェ
ピ
ソ
ー
ド

た
と
え
ば
新
人
、
ヒ
ー
ロ
ー
、
変

わ
リ
ダ
ネ
、
ベ
テ
ラ
ン
選
手
、
指
導

者
の
話
、
選
手
育
成
、
普
及
の
努
力

な
ど③
各
種
大
会
の
記
録

④
人
事
、
消
息
、
組
織
の
決
定
事

項
、
お
知
ら
せ
も
の

⑤
こ
の
雑
誌
に
対
す
る
意
見
、
希

望
、
批
判
な
ど

⑥
そ
の
他
、
な
ん
で
も
。
お
り
に

ふ
れ
て
の
随
想
、
む
か
し
ば
な
し
、

な
ど
。
も
し
、
写
真
も
つ
け
て
下
さ
れ
ば

な
お
、
け
っ
こ
う
で
す
。

○
…
愛
読
者
の
皆
々
さ
ま
、
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
当
初
、
い
わ
ゆ
る

″
三
号

雑
誌
に
な
る
の
で
は
″
と
、
い
ろ
い

ろ
、
ご
心
配
を
か
け
て
、
こ
の

「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
も
、
お
か
げ
さ
ま

を
も
ち
ま
し
て
、
な
ん
と
か
無
事
、

年
を
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
、
内
容
的

に
も
、ま
だ
ま
だ
不
足
だ
ら
け
の
″
ふ

つ
つ
か
も
の
″
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
邦
唯

一
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
総

合
雑
誌
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け

を
心
だ
の
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
が

ん
ば

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ご
協
力
、
ご
助
言
の
ほ
ど
を
、
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。
　

　

　

（
Ｍ
）

○
…
と
き
ど
き
、
あ

っ
と
お
ど
ろ

く
？
編
集
者
側
の
ミ
ス
も
あ

っ
て
、

赤
面
の
い
た
り
だ
が
、
さ
い
わ
い
に

し
て
、
読
者
各
位
か
ら
の
反
響
は
上

々
。
お
金
、
時
間
、
人
手
が
じ
ゆ
う

ぶ
ん
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
、
よ

い
も
の
、
質
的
に
も
す
ぐ
れ
た
も
の

を
、
と
思
う
の
で
す
が
、
な
に
せ
、

わ
れ
わ
れ
関
係
者

一
同
、
本
業
を
ほ

か
に
か
か
え
た

″
ア
マ
チ
ュ
ア
″
ぞ

ろ
い
。
ア
イ
デ
ア
、
企
画
は
あ

っ
て

も
実
現
で
き
ぬ
く
や
し
さ
、
歯
ぎ
し

り
し
て
お
り
ま
す
。

う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
で
い
る
の

は
、
販
売
、
会
計
の
担
当
者
。
連
日

舞
い
込
む
年
間
購
読
申
し
込
み
に
、

書
類
を
さ
ば
く
の
に
、
て
ん
て
こ
ま

い
。
と
き
に
は

「
申
し
込
ん
だ
の
に

ま
だ
着
か
ぬ
」

「
同
じ
も
の
が
三
度

来
た
」
な
ど
と
、
お
叱
り
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
郵
便
事
情
が

極
度
に
悪
く
、
東
京
都
内
の
手
紙
が

二
週
間
か
か
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
、
お

ふ
く
み
お
き
下
さ
い
。
　

　

（
Ｓ
）

○
…
昨
年
六
月
、
女
子
が
ュ
杯
に

二
連
勝
し
て
か
ら
、　
マ
ス
コ
ミ
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
関
係
の
記
事
が
、
日
立

っ
て
載
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ご
く
最

近
も
、
某

一
流
週
刊
誌
に
、
全
日
本

選
手
権
の
転
末
を
伝
え
た
短
い
記
事

が
あ
り

「
日
本
協
会
は
組
織
的
に
ま

だ
ま
だ
で
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
役
員
も
選
手
も
い
い
人
ば
か
り

だ
か
ら
、　
つ
い
、　
マ
ス
コ
ミ
も
協
力

し
た
く
な
る
」
と
あ

っ
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
競
技
界

も
組
織
も
、
協
会
の
会
員
が
ま
ず
し

っ
か
り
す
る
こ
と
か
ら
発
展
す
る
。

編
集
部
の
中
に
も

「
な
に
を
た
の
ん

で
も
、
予
定
ど
お
り
に
や
っ
て
く
れ

な
い
人
が
多
い
」
と
、
全
国
の
協
力

役
員
筋
が
機
能
的
で
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
人
も
い
る
。
打
ち
あ
け

話
に
な
る
が
、
第
二
号
で
国
体
プ
ロ

ッ
ク
予
選
の
記
録
、
代
表
選
手
名
の

連
絡
を
た
の
ん
だ
と
き
、
予
定
ど
お

り
に
協
力
し
て
も
ら
え
た
の
は
数
少

な
く
、
何
度
も
何
度
も
長
距
離
電
話

を
か
け
直
し
た
。
こ
の
お
金
、
も
と

は
と
え
い
ば
、
協
会
員
の
貴
重
な
登

録
料
な
の
だ
！
　
　
　
　
　
（
Ｇ
）
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ダ

ブ

ル

ス

三
態

男

子
ダ

ブ

ル

ス

は
法

大

勢

が

一
、

三
位

を

占

め

、

シ

ン
グ

ル

ス

で
優

勝

を

争

っ
た
中

大

勢

も

、

そ

れ

ぞ

れ

、

二
、

四
位

に
終

わ

っ
た

。

ダ

ブ

ル

ス
は

″
水

も

の

″
な

ど

と

い
わ

れ

る

が

、

こ
れ

は

コ

ン
ピ

の
イ

キ

が
合

う

か

ど

う

か

、

が

勝

負

の
ポ

イ

ン
ト

に
な

る

か

りヽ
だ

。

逆

に

い
う

と

、

ｔ
れ

は

″
夫

婦

″

の

よ

う

に

ツ

ー

カ

ー

の
仲

に

な

ら
な

い
と

、

な

か

な

か

に
勝

て

な

い
っ

と

い

つヽ
・
ｒ
こ
か
っ

一
才

か
ら

の

コ

ン
ピ

、
森

・
池

田

組

が

楽

々
と

タ

イ

ト

ル
を

と

っ
た

の
も

、
な

る

ほ

ど

、
と

思

わ

れ

る
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二
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東
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男

子

シ

ン
グ

ル

ス

の
笠

井

君

（
法

大

）

▼

男

子
ダ

ブ

ル

ス

の

田

所

（
右

）
車

島

君

（
法

大

）

＞

男

子
ダ

ブ

ル

ス

の
笠

井

（
右

）
滝

野

君

（
法

大

）

▲
女

子

シ

ン
グ

ル

ス

の
谷

沢

嬢

（
日

女

体

大

）
は
最

敬

礼

わ

あ

、
う

れ

し

い
な

Ｈ

〈
関

東

学

生

新

人

戦

か
ら

〉

人

間

、

ほ

め

ら

れ

て
怒

る

や

つ
は

い
な

い
。

歯

の
浮

く

よ

う

な

お

せ

じ

だ

っ
て
、
つ
い

ニ
ヤ

ニ
ヤ

ｔ

て

し

ま

う

ほ
ど
だ
か
ら
、
み
ず

か

ら

の
血

と

汗

の

に
し
む
努

力

で
、
栄

冠

を

獲

得

し
た

ス

ポ

ー

ツ

マ
ン
が

、

表

彰
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や

ら

レ
プ

リ

カ

や

ら

を

手

に

し

て

、

相

恰

を

ぐ

ず

す

の

も

、

無
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か
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ぬ

と

こ
ろ

．^

よ

―

く

な

が

め

て

い
る

と

、

こ

っ

ち

ま

で
笑

い
出

し

た

く

な

る

|十1鐙

犠

薇

:鱗

⊃
」



パ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
シ
ー
ズ
ン
な
し
。
寒
さ
も
な
ん
の
そ
の
、
今
年
も
毎
月

の
よ
う
に
、
い
い
競
技
会
が
日
白
押
し
。
そ
の
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
、
新
企
画

の
″
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
卜
～
ナ
メ
ン
ト
″
が
正
月
、初
登
場
し
ま
し
た
。

″
次
号
は
、
こ
の
詳
報
を
ま
ず
、
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
新
し
い
年

を
迎
え
、
競
技
発
展
の
た
め
に
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
首
脳
部
が
語
る

夕新
春
座
談
会
″。　
人
物
欄
は
ホ
ー
プ
紹
介
の
フ
イ
ド
版
で
す
。
ご
期
待
下

さ
い
。【

主
な
内
容
】

▽
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
詳
報
特
集

▽
新
春
座
談
会

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
前
進
の
た
め
に
」

▽
フ
イ
ド
版

″金
の
卵
″
続
々
登
場

▽
写
真
グ
ラ
フ

（全
日
本
選
手
権
の
熱
戦
か
ら
）

▽
ン
コ
ー
ド

（全
日
本
選
手
権
記
録
詳
報
）

▽
技
術
講
座

「
百
万
人
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
上
達
法
」

講
師

・
伊
藤
記
基
、
毛
利
清
志
、
遠
井
稔
男
先
生
執
筆

▽
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ロ
ン

（
ス
ポ
ー
ツ
と
心
理
学
ほ
か
）

▽
海
外

ニ
ュ
ー
ス

▽
北
か
ら
南
か
ら

▽
質
問
箱

△
私
の
場
合

な
ど
、
お
も
し
ろ
い
読
み
も
の
満
載

…
‥
ご
期
待
下
さ
い

‥…
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YONEYAMA RACKET

アル ミフレームに ア ル ミ シ ャフ ト採 用 .4ノ
車登い アルミニウム合金の比重は約2.7で 、銅の8.9や鉄の7.9に比べ

ら安い
て%に過ぎず、非常に軽くリストの弱いプレーヤーに向きます。
特殊製法によるアルミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼

弾 む

鉄に匹敵する強さが発揮されました。
―木製、スチール製に比較して柔軟性、反撓力が抜群。打球の初速
が早く、更に加速が増加してすばらしいスマッシュが打てます。

斯 ヨ孝 777~夕 ・″ト
全国運動具専「1店でヨネヤマのラケットと御指定下さい。

Ｎ
ｒ 醸琴山晨曼癬I醸1曝

アルミナノ
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